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〔開会 午前１０時００分〕 

◎ 開議・開会宣告 

○議長（千葉 隆君） 本日をもって、第１回定例会が招集されました。出席、ご苦労様

でございます。 

 冒頭にあたって、今般、東北大船渡を中心に山火事で被災されました皆様に対して、八

雲町議会としまして心からお見舞いを申し上げて参りたいと存じます。 

ただいまの出席議員は 13名です。よって、定足数に達しておりますので、本日の会議は

成立いたしました。これより、令和７年３月６日招集、八雲町議会第１回定例会を開会い

たします。直ちに、本日の会議を開きます。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（千葉 隆君） 日程に入る前に、議長より諸般の報告をいたします。 

監査委員から、１月分の例月現金出納検査の報告書の提出がございました。 

報告書の提出通知は、お手元に配付のとおりであります。 

 詳しいことにつきましては、事務局に保管してあります関係書類を必要に応じご覧いた

だきたいと存じます。 

 次に、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 26条第１項の規定に基づき、教育委

員会より事務事業点検、評価報告書の提出がございました。報告書はお手元に配付のとお

りであります。 

次に、議長の日程行動関係でありますが、函館市において２月８日に函館渡島檜山ゼロ

カーボン北海道推進協議会のグリーントランスフォーメーションシンポジウムが開催され、

出席してまいりました。 

次に、議会関係でありますが、文教厚生常任委員会から１月 31日付で、八雲町の社会教

育及び関連分野の増進を図ることを目的に愛知県名古屋市、小牧市での視察調査を実施す

るため、会議規則第 72条の規定により委員派遣承認要求書が提出されましたので、議長に

より承認いたしました。 

 視察は２月３日から５日にかけて実施され、議長および委員５名が参加しております。

また、産業分野に波及する内容でもあることから、同視察調査に委員外議員として１名が

参加しております。議員派遣の決定にあたっては、会議規則第 124 条第１項ただし書きの

規定により、議長において派遣を決定しております。 

以上、概略を報告いたしましたが詳しいことにつきましては、事務局に保管してありま

す関係書類をご覧いただきたいと存じます。 

次に、報道機関による議場内の録音及び議会広報活動に使用するため、議会事務局職員

による議場内の写真撮影を許可しておりますので、ご報告いたします。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 
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◎ 日程第１ 議会運営委員会委員長報告 

○議長（千葉 隆君） 日程第１ 議会運営委員会委員長報告。本定例会の運営について、

２月 28日に議会運営委員会が開催され、協議されておりますので、議会運営委員会委員長

から報告をしていただきます。 

○議会運営委員会委員長（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 議会運営委員会委員長。 

○議会運営委員会委員長（三澤公雄君） 議会運営委員会委員長として、ご報告いたしま

す。 

 本日をもって招集されました、第１回定例会の運営について、去る２月 28日に議会運営

委員会を開催し、協議いたしました。 

 以下、その結果をご報告いたしますので、議員各位のご協力をお願い申し上げます。本

定例会に町長より提出されている案件は、既に配付されております議案 32件、諮問３件の

あわせて 35件であります。 

 また、令和７年度予算等の趣旨説明として、町長の町政執行方針及び予算編成概要、教

育長の教育行政執行方針が示されることになっております。さらに、議員発議による意見

書案４件、議会運営委員会より条例改正案２件及び閉会中の継続調査申出書が提出される

予定であります。 

一般質問は、３名から通告があり、発言の順序は抽選により決定しております。 

次に、令和７年度の予算案は、議会運営基準第 87項の規定により、議長を除く全議員を

もって構成する予算特別委員会を設置し、関連議案を含めて付託し審議を願うことにいた

しました。 

以上、申し上げました内容を踏まえ検討の結果、既に配付しております議事等進行予定

表のとおり運営することとし、会期を３月 14日までの９日間といたしました。 

 以上が議会運営委員会における議事運営等に関する決定事項であります。なお、議事等

進行予定表にありますとおり、会期中に各常任委員会等の会議も予定されておりますので、

精力的に進行され予定どおり運営されるよう、議員各位及び町理事者のご協力をお願い申

し上げ、報告といたします。 

 

◎ 日程第２ 会議録署名議員の指名 

○議長（千葉 隆君） 日程第２ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本日の会議録署名議員に赤井睦美議員と倉地清子議員を指名いたします。 

 

◎ 日程第３ 会期の決定 

○議長（千葉 隆君） 日程第３ 会期の決定を議題といたします。 

 本定例会の会期は、本日より３月 14日までの９日間といたしたいと思います。 

 これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 
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○議長（千葉 隆君） ご異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は、本日より３月 14日までの９日間と決定いたしました。 

 

◎ 諸般の報告 

○議長（千葉 隆君） これより、局長に諸般の報告をさせます。 

○議会事務局長（野口義人君） おはようございます。ご報告いたします。 

 一般質問につきましては、３名から通告がなされておりますが、その要旨等は、既に配

付しております表により、ご了知願いたいと存じます。 

次に、本定例会の議案等の審議に当たり議案等説明のため、あらかじめ町長、教育委員

会教育長、選挙管理委員会委員長、農業委員会会長、監査委員及びそれぞれ委任又は嘱託

を受けた説明員の出席を求めております。 

また、議案書の一部に誤りがありましたので、机上配付の正誤表の通り訂正をお願いい

たします。 

本日の会議に能登谷正人議員欠席する旨の届け出がございます。以上でございます。 

 

◎ 日程第４ 議案第１６号 

○議長（千葉 隆君） 日程第４ 議案第 16号、八雲町、奨学基金条例の一部を改正する

条例を議題といたします。提出者の説明を求めます。 

○学校教育課長（三坂亮司君） 議長、学校教育課長。 

○議長（千葉 隆君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三坂亮司君） おはようございます。議案第 16号八雲町奨学基金条例の

一部を改正する条例について、ご説明いたします。議案書 23ページをご覧ください。 

この度の改正は、経済的な自由により就学が困難な者に対して、有用な人材を育成する

ために八雲町が基金として積み立てている八雲町奨学基金について、現在の基金額の定額

8,730万円を５千万円へ変更しようとするものです。 

奨学金は、対象となりうる人口状況や利用状況を勘案し基金定額を定め、奨学金を利用

したものが返済をすることで、基金定額を維持し、継続した運用を図っているものであり

ますが、現在の基金の定額は、平成 17年度の合併とあわせ、旧八雲町と旧熊石町の基金を

統合し 8,500万円と定め、その後平成 26年度に奨学一時金支給基金 230万円を本基金に統

合したことでその定額は現行の 8,730万円となっております。 

現在の対象となりうる人口状況ですが、平成 17年度と比較すると児童生徒数と利用世代

ともに、令和６年度では、約６割となっております。 

また、現在の利用状況ですが、令和６年度当初で償還中の方が 29名、貸付残額が 792万

6,500円、貸付中の方が新規１名、継続１名であり、この２名の最終的な貸付総額は 144万

円を見込んでいるところです。 

 こうした状況を勘案し、現行定額の６割程度の基金定額が妥当であると考えており、現

在の定額の６割程度である５千万円に変更しようとするものです。 
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改正内容は、第２条で定める定額を、8,730万円から５千万円へから改めるものです。 

なお、付則として、この条例は、公布の日から施行するものです。 

ただし、過去に奨学金を利用したもののうち、返済が滞っているものに対しては随時督

促等の措置を行い、返済が完了するよう努めておりましたが、自主的な返還が期待できな

い４名について、令和３年１月に訴訟提起を行ったところ、１名は返済に応じ完済、１名

は財産調査により無資力と判明、１名は令和３年中に自己破産、最後の１名については、

本年１月 20日付で裁判所から自己破産通知がされたことで、いずれも返済能力がなく回収

不能と判断がなされたことから、八雲町債権管理条例第 16条第１項第３号の規定により債

権放棄を行い、３件総額 56万９千円の不能欠損を行うこととしております。 

 

このため、基金定額である 8,730万円から５千万円にすることで、3,730万円の減額であ

りますが、このうち、不能欠損となる 56 万９千円を差し引いた、3,673 万１千円を一般会

計へ繰り入れることとなりますので、よろしくお願いいたします。以上、説明といたしま

す。 

○議長（千葉 隆君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） この奨学金の性格を全て知っているわけで質問してないので、ひ

ょっとしたら的外れになるかもしれませんがそこは指摘してください。 

当時の対象人口よりも６割だからっていうことが、根拠のようですけども、逆に毎月の

この奨学金の支給額を上げると、対象人数が少ないんであれば、金額を上げて、他の奨学

金を掛け持ちしなくてもだとか、もしくは返済しなくてもいいような形にするだとか、奨

学金をより効果的な働き方にできるような考え方では内部では検討されましたか。 

○学校教育課長（三坂亮司君） 委員長、学校教育課長。 

○議長（千葉 隆君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三坂亮司君） ただいまの質問ですが、まず奨学金の基金定額を５千万

にするというのは当時の人口に対して６割ということで、こういうふうに検討してござい

ます。 

今議員から質問のあった、奨学金の金額を上げるだとかそういったものについては最終

的にこの基金での奨学金につきましては、返済が必要となるものとなりますので、まず基

金を貸付額を増額するということについては、上げても利用者が増えるというふうには考

えていません。 

またもう一点で指摘のあった、返済の必要がない給付型の奨学金については、この基金

の中での運用はできませんので我々としては今後いろいろな奨学金等の状況等も検討をし

ながら、そういったものの制度の設定を考えていくように研究を進めているところでした

ので、よろしくお願いいたします。 



- 7 - 

 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） 教育委員会の範疇で、確か農業、漁業、そして商業の後継者に対

しては返済しなくてもいいという趣旨の奨学金があったと思うんですけども、それとこれ

とは違うっていう考えでいいですか。 

○学校教育課長（三坂亮司君） 議長、学校教育課長。 

○議長（千葉 隆君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（三坂亮司君） ただいまご指摘のあった農業、商業、工業、後継者の資

金につきましては、一般会計で毎年予算組みをしており、活用された方が何年間か家業に

従事することなどによって返済をしなくてもいい給付型の奨学金という形で考えておりま

す。 

それと、今回の基金を下げようとして減額しようとしている奨学金とはちょっと性格の

違うものですので、今後給付型のものを制度として設置していくのであれば、一般会計で

予算を組んだ上で、毎年その分の予算組みをした上での制度設計になるかと思ってますの

で、この部分も含めて広く検討していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） ＩターンＵターンの考え方とも重なる部分あると思うんですけど

も、八雲に戻って来られて八雲の企業で就職した場合には、返済しなくてもいいよだとか、

農業、漁業、商業での後継者と同じような扱いをすればもっと有効に使われるんじゃない

かなと。 

昨今の子育て世代の経済状況なんかも考えたときに、より有効なものにするっていう視

点をぜひ入れて検討してもらいたいと思います。 

それと僕の中では混同してしまってるんですけども、後継者の部分が教育委員会じゃな

くて一般会計から云々ってことだったんですけども、恥を忍んで喋りますと、私５年前ほ

どに息子たちのために借りた奨学金を後継者にはならなかったわけですから、返済手続き

を取りに行ったんです。そうすると、返済された例がなかったので、様式がなかったとい

うことがわかりました。つまり僕は追跡が甘かったんだと思うんですよね。 

ただ、今回の奨学金は非常に詳細な管理のことが話されたんで、そういうことはないと

思うんですけども、ぜひ奨学金はどういうふうに要するに目的をはっきりして、八雲に帰

ってくるための奨学金だという、もし性格づけをするなら追跡もちゃんとして、使わない

人にとっても公平感を失われないようにすれば、せっかく 8,700 万ぐらいまであるものを

減額してっていうのは何か寂しいような気もしますので、僕としては再度検討してもっと

使いやすい、そして八雲に帰ってくる人材育成に結びつけるような方向で考えてもらいた

かったなと思い発言しました。 

○議長（千葉 隆君） 要望ということで受け止めていきたいと思います。 

○８番（三澤公雄君） はい。 
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○議長（千葉 隆君） 他に質疑ございませんか。 

質疑終結と認めます。これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） 討論なしと認めます。 

これより直ちに本案を採決いたします。 

お諮りいたします。 

  本案を原案の通り可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案の通り可決することに決定いたしました。 

 

◎ 日程第５ 議案第３１号 

○議長（千葉 隆君） 日程第５ 議案第 31号、令和６年度、八雲町一般会計補正予算第

13号を議題といたします。 提出者の説明を求めます 

○財務課長（川崎芳則君） 議長、財務課長。 

○議長（千葉 隆君） 財務課長。 

○財務課長（川崎芳則君） 議案第 31 号、令和６年度八雲町一般会計補正予算第 13 号に

ついて、ご説明いたします。 

議案書 46ページをお願いいたします。 

このたびの補正は、歳入歳出予算、繰越明許費及び地方債の補正であります。歳入歳出

予算の補正は、歳入歳出それぞれに２億 8,170 万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

185億 6,326万８千円にしようとするものであります。 

それでは、事項別明細書により歳出からご説明いたします。 

議案書 57ページをお願いいたします。 

２款総務費、１項総務管理費、２目企画調査費 192 万６千円は、地域間幹線系統バス路

線運航費補助金の追加であります。 

本補助金は、函館バス株式会社が運行している函館長万部線及び檜山海岸線の２路線に

対し、運営・維持に必要な相当額を沿線自治体で補助しようとするものであります。 

２路線ともに修繕費や償却費等の経常費用が増加し、檜山海岸線においては、利用者が

前年比８割程度まで減少している状況であり、また、地域間幹線系統の国と道による補助

制度は、過去３カ年度の経費の平均に基づき、補助金額を内定する事前算定方式を採用し

ており、内定額を超える赤字分については、補助金に反映されないところであります。 

函館バス株式会社としては、引き続き経費の圧縮に努めておりますが、２路線について、

収支不足となったことから、この程、沿線自治体への支援要請となったもので、八雲町と

しては、路線の維持を目的に、当町に係る相当分を補助しようとするものであります。 

５目、財産管理費２億 5,299 万９千円の追加は、24 節公共施設整備基金積立金おいて、

当初予算後、新たに生じた財産運用及び売払収入相当額 1,355 万３千円を将来の公共施設
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整備事業の財源として、また、減債基金積立金は、後年度の町債の償還に必要な 

財源負担を確保し、将来にわたる財政の健全な運営に資するため、２億 3,944万６千円を、

それぞれ基金に積立てしようとするものであります。 

12目災害対策費 1,527万９千円の追加は、災害時備蓄品整備事業であります。 

本事業は、国の令和６年度補正予算による新しい地方経済、生活環境創生交付金を活用

し、災害時備蓄品の拡充と避難所の生活環境の改善を図るため、発電機 22台、プライバシ

ーを確保するためのパーテーション 113台のほか、組立式トイレ 20個を購入しようとする

ものであります。なお、本事業においては、追加する予算について、令和７年度の完了を

見込み、繰越明許費の設定を行うものであります。 

６款農林水産業費、１項農業費、４目畜産業費 1,150 万円の追加は、草地畜産基盤整備

事業であります。 

本事業は、酪農家での良質な飼料の確保と草地基盤の整備を図るため、北海道が事業主

体となり、令和６年度から５か年計画で事業を実施するもので、この程、北海道の本年度

予算について、追加配分されたことから、事業費 4,600 万円の 25％にあたる負担金 1,150

万円を追加しようとするものであります。なお、本事業においては、追加する予算につい

て、令和７年度の完了を見込み、繰越明許費の設定を行うものであります。 

 ８款土木費、２項道路橋りょう費、５目橋りょう維持費は、道路橋長寿命化事業の精査に

よる財源内訳の変更であります。 

10 款教育費、３項中学校費、１目学校管理費は、スクールバス整備事業の精査による財

源内訳の変更であります。以上、補正する歳出の合計は、２億 8,170 万４千円の追加であ

ります。 

続きまして、歳入であります。議案書 53ページをお願いいたします。 

11 款１項、１目地方交付税２億 1,130 万７千円の追加は、普通交付税で歳出に対応した

計上であります。 

13 款分担金及び負担金、１項分担金、１目農林水産業費分担金 970 万円の追加は、歳出

でご説明しました草地畜産基盤整備事業に係る受益者分担金であります。  

15 款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金 763 万９千円の追加は、災害

時備蓄品整備事業における新しい地方経済、生活環境創生交付金で、対象事業費の 

２分の１相当額であります。 

６目教育費国庫補助金 140 万円の減額は、スクールバス整備事業の精査による国の補助

金であります。 

16款道支出金、２項道補助金、４目農林水産業費道補助金 90万円の追加は、草地畜産基

盤整備事業に係る道の補助金であります。 

17款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入 794万９千円の追加は宅地２件、

山林３件などの土地売払い、及び２件の建物売払い、収入の計上であります。 

２目物品売払収入 558 万６千円の追加は、町有林伐採木売払い７件のほか、１件の車輌

売払い収入の計上であります。 
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４目有価証券等売払収入１万５千円の追加は、昭和 25年に合併前の旧熊石町が保有した

北海道曹達株式会社の株券２千株について、令和５年度に当事業者が株主の還元を目的に

当事業者自身で取得する、自己株式での取得を決定され、その株券のうち 1,934 株の売却

収入の予算補正の議決をいただきましたが、本年度においては、残り 66株の売払収入を計

上するものであります。 

議案書 55ページをお願いします。 

19 款繰入金、１項基金繰入金、５目奨学基金繰入金 3,673 万１千円の追加は、先ほど議

決をいただきました、議案第 16号八雲町奨学基金条例の一部を改正する条例についての提

案理由により、基金の一部を処分し、一般会計へ繰入しようとするものであります。 

22款１項、町債は、327万７千円の追加で、歳出でご説明しましたとおり、各目、各節、

説明欄記載のとおり計上するもので、財源の確保と後年度の財政負担の軽減を図るため、

償還にあたり交付税措置のある有利な起債としたものであります。また、普通交付税の振

替措置である、７目臨時財政対策債においては、その決定額に合わせ、117万７千円の増額

であります。 

以上、補正する歳入の合計は歳出と同額の２億 8,170 万４千円の追加であります。次に

繰越明許費の補正であります。議案書 49ページをお願いします。 

第２表、繰越明許費の補正は、追加で、２款総務費、１項総務管理費、災害時備蓄品

整備事業は、年度内での完了が見込めないため、本補正で追加する予算の全額を、６款農

林水産業費、１項農業費、草地畜産基盤整備事業及び農道、集落道整備事業は、事業主体

である北海道の進捗状況などを踏まえ、本年度での事業完了が見込めないため、予算の一

部を、８款土木費、４項都市計画費、３、４、２出雲通排水路整備事業は、北海道が実施

する街路事業の工期に遅れが生じ、町が施工する既設雨水管の移設整備について、年度内

での完了が見込めないため、予算の一部を、令和７年度へ繰り越し、それぞれ限度額を設

定のうえ、執行しようとするものであります。 

次に地方債の補正であります。議案書 50ページをお願いいたします。 

第３表、地方債の補正は、追加として変更として、道路橋長寿命化事業、スクールバス

整備事業、臨時財政対策債で、地方債の限度額の合計を 10億 9,800万円から、11億 127万

７千円に変更しようとするものであります。 

以上で、議案第 31号、令和６年度八雲町一般会計補正予算第 13号の説明といたします。

よろしくお願いいたします。 

○議長（千葉 隆君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

 質疑ございませんか。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 57ページ 58ページの災害対策費、災害備蓄品購入費についてです

けれども、総務経済常任委員会の方に中身が説明されてたものと思いますが、発電機 22台

購入ということで歓迎するものであります。 
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発電機が全部で 55 台と聞いていますけれども、私はその 55 台を各地域会館に配備する

のがいいと思うんですけれども、実際はどのように考えているのか。熊石とか落部とか八

雲、その拠点ごとに分けておくとか、その辺をもうちょっと具体的にお知らせ願いますか。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（田中智貴君） ただいまの佐藤議員のご質問ですけれども、地域会館に

発電機を整備というふうなお話でございます。 

今のところ八雲地区においては、いこいの家だったり、落部支所、熊石総合支所という

ふうな形で発電機につきましては各分散配置というふうな形で行っております。 

実際のところ、今後につきましては、災害時の迅速な避難所の開設というふうな部分も

考慮しなければいけないというふうな部分で、その辺も分散配置というふうな部分も考え

たいところなんですけど、まず、発電機につきましてはやっぱり定期的なメンテナンスと

いった部分やその管理、あと防犯対策、盗難防止、そういった部分の他しっかりしたその

管理体制が整わなければ、その辺はちょっと進めていけない部分なので、その辺をしっか

り体制を整えてからの形になるかと思います。 

今後、うちの方でも地域防災力の向上のために、例えば町内会の防災部会とか、自主防

災組織かっていうふうな形で、適切に備品を管理できる体制作りっていうのを今検討して

おりますので、その辺を含めながら備蓄品の配備というのを進めてまいりたいと思います

のでよろしくお願いします。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 災害いつやってくるかわかりません。その体制作りいつまでにや

るおつもりでしょう。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（田中智貴君） 体制作りにつきましては、今年防災マスター等を含めま

して、防災について防災人材の育成にかかる体制への推進母体を今検討中でございまして、

来年度には新たに組織を立ち上げて、今後町内会や組織を通じて防災備蓄や防災に関する

課題について検討して進めていくということで、まずは体制作りを早急に進めて今後検討

していきたいと思いますのでよろしくお願いします。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） １年以内にっていう感じでイメージとしてはなスパンが長いなと

いう感じがするんですけれども、今回補正を組まれて購入する繰越明許で購入するという

ことですから、いろいろなパーテーションだとかそういうものは、令和７年度の中で入っ

てくると思うんですよね。 

そしたらそれらを利用するための町内会といいますか、役場にあるだけではそれがある
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っていうこともなかなか知られないでしょうし、どういうふうに利用したらいいかってい

うのもわからないと思いますので、何らかの形で町内会対象に説明会なんかがあった方が

いいと思うんですよ。 

防災マスターの中だけだと限りがあって狭いものになってしまうので、そういうのも計

画して取り組んでいただきたいと思いますけれども、どのようにお考えでしょうか。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（田中智貴君） 実際に防災備品、発電機等につきまして、今後整備して

いくわけですけれども、実際に災害時に利用する際にその使い方がわからない場面がない

ように町内会説明会や防災マッサージとか、防災リーダーの講習もしくは町内会での避難

訓練等を通じまして、災害発生時に速やかに備品等の使用ができるような防災教育や講習

会を進めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） 今課長がおっしゃったように、備品を配るにしてもその使い方を

しっかり熟知し、管理もできる人が町内会に防災マスターとして存在するなら、佐藤さん

がおっしゃるように、町内会に配備できるでしょうけど、その人材を育てていかないと、

いざってときに、今のところどちらかというと町民の多くが災害時も職員任せっていうイ

メージがあるし、それを脱却するために特別に課も作ったわけですから、今それが順調に

進んでいると今の答弁を聞いても思ってます。 

ぜひしっかりとした地に足をついた計画を作って、住民と一緒に災害備蓄品の管理もで

きるように防災マイスターの講習をやっていく方が佐藤さんの心配事もなくなるのかなと。

ただ配置配ればいいというものでは決してないと私も思いますので、確実に地域に浸透す

るように、また我々も地域に働きかけて災害が起こるということを我がことのように思う

町民を１人でも多く増やしていく努力をしなきゃいけないなと改めて今の質疑を聞いて思

いました。ぜひ頑張ってください。 

○議長（千葉 隆君） 答弁はよろしいですね。 

○８番（三澤公雄君） はい。 

○議長（千葉 隆君） 他にございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） 質疑終結と認めます。これより討論を行います。 

討論はございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） 討論なしと認めます。これより直ちに本案を採決いたします。 

お諮りいたします。本案を原案の通り可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） ご異議なしと認めます。 
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よって、本案は原案の通り可決することに決定いたしました。 

 

◎ 日程第６ 議案第３２号 

○議長（千葉 隆君） 日程第６ 議案第 32号令和６年度、八雲町国民健康保険事業特別

会計補正予算第３号を議題といたします。 

提出者の説明を求めます。 

○住民生活課長（相木英典君） 議長、住民生活課長。 

○議長（千葉 隆君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（相木英典君） 議案第 32号、令和６年度八雲町国民健康保険事業特別会

計補正予算第３号についてご説明いたします。 

議案書 60ページをお開き願います。 

 この度の補正は、歳入歳出予算の補正で、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ、4，

474 万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を、24 億 9,107 万８千円にしようとするもの

であります。それでは、事項別明細書により歳出からご説明いたします。議案書 64ページ

の中段をご覧ください。 

 ６款１項基金積立金、１目国民健康保険事業基金積立金、4,474万５千円の追加は、前年

度の収支決算で生じた、余剰額を計上するものであり、基金へ積み立てしようとするもの

であります。 

 つづいて歳入であります。同ページ上段になります。 

７款１項１目繰越金、4,474万５千円の追加は、前年度収支決算で生じた余剰金を、先程、

歳出でご説明いたしました、基金への積立金の財源として繰越金に計上するものでありま

す。 

以上、議案 32号、令和６年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正予算第３号の説明と

いたします。よろしくお願いいたします。 

○議長（千葉 隆君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） 質疑なしと認めます。 

これより討論を行います。討論はございませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） 討論なしと認めます。 

これより直ちに本案を採決いたします。 

お諮りいたします。本案を原案の通り可決することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） ご異議なしと認めます。 

よって、本案は原案の通り可決することに決定いたしました。 
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◎ 日程第７ 議案第１号から議案第９号、議案第１３号から議案第１５号、      

議案第２４号及び議案第３０号 

○議長（千葉 隆君） 日程第７議案第１号から議案第９号まで議案第 13号から議案第 15

号まで議案第 24 号および議案第 30 号、すなわち、令和７年度各会計予算および関連議案

を一括して議題といたします。 

あらかじめ、町長より申し出の令和７年度調整、執行方針および予算編成概要と、教育

長より申し出の教育行政執行方針について説明を求めます。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 令和７年第１回町議会定例会の開会にあたり、私の町政執行に対

する基本姿勢及び考え方、並びに令和７年度予算概要について申し上げます。 

平成 17 年 10 月、旧八雲町と旧熊石町が合併し、日本で唯一、二つの海をもつ町として

新八雲町が誕生してから 20年を迎えます。 

この間、両地域の融和融合と発展に向けて、町民皆様がそれぞれの立場や分野において、 

まちづくりにご尽力いただいたことに対しまして、心から感謝を申し上げます。 

そして、私の町政３期目の任期も、早いものであと７ケ月余りを残すところとなりまし

たが、人口減少、少子化のスピードを少しでも緩めるためには、主に産業の活性化と働く

場所をつくることが重要であると考え、施策を推進してまいりました。 

農業においては、経営の安定化及び担い手の確保、育成に向けた施策を生産者、関係団

体等と連携し、推進してまいります。 

また、醸造用ぶどうなどの新規農作物の導入、拡大によるブランド化、付加価値向上に

努めてまいります。 

漁業については、温暖化の影響もあり、秋さけの不漁をはじめ、ホタテ養殖では、貝毒

の発生、稚貝のへい死、生育不良や採苗不振が深刻な状況にあるため、各漁協及び水産加

工業者等と連携し対応してまいります。 

また、北海道二海サーモンプロジェクトは、八雲町の産業振興はもとより、日本海沿岸

地域、道南全域のサーモン養殖事業を牽引する役割を担い、生産体制の強化及び種苗の生

産拡大を推進してまいります。 

商工業については、物価高騰対応と町内経済の循環を目的に、物価高騰対応プレミアム

商品券の発行に対して支援を行い、消費喚起を促進してまいります。また、中小企業、小

規模事業者の設備投資による生産性の向上や、起業、創業、事業承継に伴う支援を行って

まいります。 

ウイスキー蒸留所誘致事業については、八雲町と民間企業が出資する新会社により、蒸

留所の建設及び事業の展開を推進してまいります。 

脱炭素社会の実現に向け、現在、太陽光発電、バイオマス発電が稼働しておりますが、

令和７年度は、熊石平田内川における小水力発電施設が稼働する予定で、民間活力との連

携による再生可能エネルギーの導入と産業振興に努めてまいります。 
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また、桧山沖洋上風力発電事業については、法定協議会で本格的な議論が始まっており、 

関係自治体等と連携し取り組んでまいります。 

北海道新幹線新八雲駅周辺整備については、開業時期が延期の見込みとなりましたが、

駅周辺整備計画をはじめ、二次交通、観光施策、関連するインフラ整備などについて、引

き続き検討を重ねてまいります。 

新役場庁舎等整備事業は、庇のデザインについて設計変更を行い、令和７年度中の建設

工事着工、令和９年度中の供用開始に向け準備を進めてまいります。 

近年、増加傾向にある自然災害を背景に、町民の防災意識が高まっていることから、 

令和６年度に危機対策課を新設し、防災専門官を配置したところであり、災害に強い安全、

安心なまちづくりに力を注いでまいります。 

ふるさと応援寄附金奨励事業については、町内経済への波及効果や貴重な財源として、

まちづくりに活用させていただいていることから、全国に向けたＰＲ活動を推進してまい

ります。 

八雲総合病院は、北渡島檜山医療圏の人口減少が進む中、町民及び圏域の住民の健康を

守る基幹病院として、医師確保をはじめ、効率的な病院経営と経営健全化に努めてまいり

ます。 

熊石国民健康保険病院は、地域のかかりつけ病院としての役割を担っており、医療環境

の改善、充実を図るため、令和７年８月の開院を目指し、建て替え工事を進めてまいりま

す。また、八雲総合病院と熊石国民健康保険病院の連携を深め、地域医療提供体制の強化

及び財政負担の軽減に取り組んでまいります。社会、経済情勢が目まぐるしく変化する中

にあって、地域住民が夢と希望を持って安心して暮らせる八雲町の実現には、様々な課題

があると思います。 

住民、議会、行政が知恵を出し合い議論を重ね、解決に導くことが重要であると考えま

すので、町民皆様及び議員各位の一層のご理解とご協力をお願い申し上げます。なお、第

２期八雲町総合計画の基本目標ごとの基本的な考え方と具体的な方針は記載のとおりであ

ります。 

次に、令和７年度の予算編成にあたっては、引き続き持続可能な財政運営を推進しつつ

も、 

産業の活性化、住民福祉の向上を図るため、町税、地方交付税等一般財源の収入の的確な

算定に努め、全国から寄せられた、ふるさと応援寄附金など、限られた財源を有効的かつ

効率的に配分し、予算編成を行ったものであります。 

その結果、一般会計、特別会計及び企業会計を含めた予算総額は、316億 2,784万８千円

で、前年度対比 18億 8,677万３千円、5.6％の減となりました。 

加えて、国の施策や予算の動向を見極めつつ、新役場庁舎等整備事業など追加を行う用

意をしており、適時予算補正をご提案させていただきたく、お願い申し上げます。 

以上、令和７年度の町政執行方針と各会計予算の概要について申し述べましたが、詳細

については、別冊の予算説明書を参照のうえご審議いただき、ご賛同賜りますようお願い
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申し上げます。以上です。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 私から教育行政執行方針を申し上げます。１ページをご覧くだ

さい。 

第２期八雲町教育推進計画の後期３年となる令和７年度は、子供たち１人１人の自立、

協働創造の育成を目指し、誰１人取り残すことのない学びの実現を一歩一歩進めるととも

に、八雲町の教育理念の具現化を図ってまいります。 

こうした考えのもと、令和７年度の教育行政の重点政策について、学校教育から申し上

げます。急激に変化する時代の中で子供たちの生きる力を育むため、教育活動の質の向上

を図っていく、カリキュラムマネジメントを実践できるよう支援してまいります。 

その中で小中学校において、八雲スタイルを確立し、汎用的読解力を育む視点で授業改

善を推進してまいります。さらに、教職員のＩＣＴ研修を充実し、１人１台の学習用端末

の活用を促進するとともに、中学校において探究的な学習に取り組んでまいります。 

また、不登校児童生徒への学習支援と学校復帰に向けて学習用端末を活用し、その質を

高めてまいります。２ページをご覧ください。 

小中一貫教育におきましては、各中学校区内で目指す 15歳の姿を共有し、学習内容の定

着を一層図ってまいります。また、熊石地区では、児童生徒数の減少にあっても、望まし

い教育環境を確保するため、今後の学校のあり方について地域の方々とともに結論を導き

出してまいります。小中一貫型コミュニティスクールの取り組みは、各中学校区において

様々な活動が展開されてきており、今後も保護者や地域の方々の意識の高揚に努めてまい

ります。 

子供たちの発達段階や状況に応じた適切な教育環境を整えるため、八雲小学校の低学年

における 25人編成の少人数学級指導を引き続き推進してまいります。いじめや不登校など

については、昨年度から全ての小、中学校で実施している。 

ピアサポート事業の更なる充実を図り、子供たちのウェルビーイングの向上に繋げてま

いります。３ページをご覧ください。 

特別支援教育においては、関係部署との連携のもと、継続した支援や適切な教育環境の

確保に努めてまいります。 

就学援助については、適切な支援が実施できるよう、継続して取り組むとともに、奨学

金の貸付事業や、後継者の助成を引き続き実施してまいります。 

食に関する指導については、食育授業や地元食材の一層の活用により、正しい知識や望

ましい食習慣を身につけるとともに、食を通じて郷土への理解を深めることができるよう

取り組んでまいります。食物アレルギーを有する子供に対応食を提供するとともに、学校

給食費無償化を引き続き実施してまいります。 

児童生徒の安全確保のため、危機管理マニュアルの点検見直しや防犯防災教室などの取

り組みを計画的に実施してまいります。学校の施設設備の充実と教職員住宅の適切な保守
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管理に努めてまいります。４ページをご覧ください。 

社会教育について申し上げます。町民が心豊かに充実した日々を過ごすため、その学習

ニーズを的確に捉え、各種講座の開催社会教育団体と連携した様々な事業を推進するとと

もに、薬も出し行列や薬もさむいべや祭など地域に根ざした活動を支援してまいります。 

文化財につきましては、木彫り熊発祥 100周年の盛り上がりを次の世代に引き継ぐため、

記念事業に協賛してくださった皆さんと連携を図るとともに、木彫り熊の継承に向け、木

彫り講座の拡充を図ってまいります。 

社会教育関係施設につきましては、役場新庁舎に整備される公民館機能の充実に向けた

設備等の具体的な検討を進めてまいります。 

図書館につきましては、適切な資料収集、町民サービスの提供や図書館事業を通じて、

読書に親しむ機会の充実を図るとともに、来館者が快適に利用できるよう、施設整備に取

り組んでまいります。５ページをご覧ください。 

八雲町のスポーツ振興は、関係団体の献身的な活動によって支えられてきており、こう

した活動を継続していくことにより、活気あふれるまち作りに繋げていくことが重要です。

他方、チーム編成が困難な団体競技が見られる中学校部活動の地域移行について想定され

る多くの課題に向き合い、実施可能な活動から着実に取り組むことができるよう、具体的

な検討を進めてまいります。 

また、会長 20年を記念した関係団体との連携によるスポーツ大会の開催に努めるととも

に、スキー場の大規模な設備改修に着手し、温水プールの設備更新を行うなど、体育施設

の維持管理に努めます。以上、令和７年度の教育行政の執行に関する方針の大綱について

申し上げました。 

自然豊かな八雲町において、ふるさとに誇りを持ち、これからの社会を担っていく人材

を育成するため、地域作りの基盤は教育にあるとの信念のもと、渡島の教育は二海からの

スローガンの具現化に向け、学校家庭地域の皆さんと一丸となって、八雲町の教育の充実

発展に取り組んでまいりたいと考えておりますので、議員並びに町民の皆様のご理解とご

支援を賜りますよう、心からお願い申し上げます。 

○議長（千葉 隆君） 以上で説明が終わりました。 

これより、質疑に入りますが、議事の進行上、質疑は総括的なものにとどめられるよう、

特にお願いをいたします。質疑ございませんか。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 役場新庁舎計画について伺います。 

新庁舎は今年の末に着工し、2027 年に完成を目指していますが、メンテナンス計画も必

要だと思います。まだ出来てもいないんですけども、修繕は何年後ぐらいを想定していま

すか。 

○議長（千葉 隆君） 総括的に答えてやってください。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 
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○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 修繕は、これはどこの家庭でもこの建物でも修繕が必要だと思っ

てます。ただ我々として大体 15年というのを想定しながら、いろんな気象条件では多少変

化していくだろうと。 

特に、外壁が外側のトタンとかを気象状況で変わりますので、大体 15年持つという認識

もありますけど、そういう想定をしては進めているということでご理解をいただきたいと

思います。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） テレビ朝日の朝の情報番組グッドモーニングっていうのがあるん

ですが、今年２月 24日の放送で群馬県富岡市の市役所のニュースが取り上げられておりま

した。 

市役所は 2018 年に 40 億円かけて完成した新庁舎なんですけれども、７年目で劣化した

というニュースでした。外装で使われている木材が腐食しているという情報がＳＮＳで寄

せられ調査したところ、軒裏の金具などに錆が発生し、塗装が剥がれていたということで

その映像も出ておりました。 

今後、修繕工事を行う際の費用は、設計事務所と施工業者が負担する方向で協議を進め

ているそうです。 

八雲町がこれから建てようとしている庁舎も、予想よりも早く傷むことを見越して、設

計事務所と施工業者に対し、今から担保を取っておく必要があると思いますが、どうお考

えになりますか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） この役場新庁舎ですね、議会からも町民からも今の問題というの

はたくさん指摘をされてきましたので、今設計屋さんとしっかりと不足のないように進め

ているところであります。 

ただ、きちっと契約に則ってますので、もしも設計屋さんや業者が、瑕疵があればそれ

を保証する契約書を結ぶということになってますのでご理解をいただきたいと、 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） リブ部分は金属を使うという方に変更されたわけですけれども、

やはり屋根の部分っていうのは木材を多用するわけですから、特殊な腐食が進まない塗装

を施すとは聞いていますけれども、本当にその通りにはいかないということも十分想定し

て、確実に保証をしてもらえるように話を進めていってもらいたいと思います。 

心配してる人たちもおりますし、全国的に見ても木材が外で使われているっていうと、

雪国ですし傷みが早いことは十分考えられることと思います。確約担保を取るというつも

りでいってもらいたいと思いますが、いかがですか。 
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○議長（千葉 隆君） ２回目の質問と重複してますので、重複しない内容での質問をし

ていただきたいと思います。契約については、その件については補償するということで契

約するって言ってるんで 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） しっかり、何年間も使うものですから何回か修繕も必要になって

くると思います。そういうメンテナンス計画っていうのも並行して作る必要があると思い

ますが、いかがお考えですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） しっかりとこのメンテナンス計画はやっていきますけども、役場

庁舎にしても町の建物についても、メンテナンス計画はしてますけどもそのときの予算と

かいろんなものでずれ込むっていうのもありますし、ただ見たくれが悪いとかちょっと色

が冷めたとかそういうのは我慢できるものもあります。 

ただ今、佐藤議員おっしゃってる木材の腐食については、十分保証というよりは、しっ

かりと今設計をしながら設計業者と進めてまいりますので、心配事についても我々もない

ように進めていきますので、よろしくご理解をいただきたいと思います。 

○議長（千葉 隆君） 他に質疑ございませんか。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 町長にお伺いします。 

町長は就任以来、人材育成、雇用の創出、産業の活性化を提唱してきました。今回の執

行方針にも産業の活性化と働く場所をつくることが重要であると考え、施策を推進してま

いりました、という先ほどお話がありました。確かに働く場所は、研修牧場とかサーモン

とか今後のウイスキーとかワインを考えると創出されたのかなという感じは頭の中ではし

ています。 

しかし、町の中見たときに、後継者がいないからもう店をたたまなきゃいけないってい

う声が何件か聞こえてきますし、農業においても、漁業においても、漁業は特にホタテが

取れなくなってしまうという危機感からも廃業してしまうっていう声も聞こえてますし、

熊石のアワビもアワビが病気になったっていうのもあるけれども、後継者がもう１人しか

いないっていうか後継者というか今やる人がね、１人しかいないって話も聞いてますし、

そうすると人材育成というか人を育てるっていうところにすごく欠けてたんじゃないかと

思うんですね。 

最初、10 年前から人材育成どうなってますかっていう質問に、町長は儲かれば人が来る

んだと。ご飯が食べれれば人は来るんだっていう、そういう答弁をして、私は商業にとて

も疎いので、そういうことでそうなのかなと思ってきましたけれども、昨年の答弁で、人

材育成にはちょっと欠けてたところがあったという、ちゃんとそういう答弁いただいたん
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ですけど、残り７ヶ月しかありませんけれども、人を育てるここについて今年は最後の最

後か、その後も４年間あるかもしれませんが、どこに力を入れてやっていこうとしている

のか。必ず議会と町民と話し合って盛り上げていきたいってあるんですけど、一度も話し

かけられたことはなくて。だから何をもってそういうことをおっしゃってるのかよくわか

らないんですけれども、本当にどうやってそこを乗り越えていこうとしているのか、お伺

いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 人材育成って私も難しいと考えてます。ただ赤井議員さんおっし

ゃってるとおり、商工業者についても後継者がいないということで廃業するような話も聞

いてます。また、農業漁業についても同じ状況等がありますので、その辺については議員

さんと話を持つというのは、特別皆さんと持つわけじゃありませんけども、いろんな議員

の皆さんとも私は持ってるつもりですけど、赤井さんとの会話が少なかったのかな、なん

て今思いながらいます。 

これからあと残り任期、しっかりと後継者についても商工業者であれば商工会と連携し

ながら商工業者についての担い手対策。さらに継承するということもやっていますし、漁

業についても漁業権という問題があります。八雲には三つの漁協がありますので、漁協さ

んとしっかりと打ち合わせしながら、事業継承並びに人材の育成にどんなことが良いかと

考えていきたい。また農業についても、農協というのが主がありますので、八雲側と熊石

側とちょっと違いますし、八雲地域とまた落部地域も農作物が違ってきますので、しっか

りと農協、また生産部会もありますので、その辺と話しながら人材育成をしていこうと思

いますけども、これは明日やったからすぐということじゃありませんので、皆さんの協力

を持ちながら、進めてまいりたいとの思いはありますので、よろしくご理解をいただきた

いと思います。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 酪農については研修牧場で後継者育成をし、研修させた人を派遣

するっていう、そういう理想で作ったと思いますけれども、今は私の見る目ですけれども

維持するのが精一杯でそんな余裕どこにもないように見えるんですね。 

それから、漁業においても二海サーモンが、それこそあわびの里フェスティバルに今度

はサーモンも入ってやるみたいですけれども、そこもとても後継者がいるようには見えま

せんし、やはり商業の人材育成も木蓮において行うということで、木蓮に出資したと思う

んですけれども、それが私は全てまだまだこれから芽が出るというところがあれば教えて

ほしいし、ここのうまくいかなかった原因っていうのも、もしわかっていれば教えてほし

いと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 
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○町長（岩村克詔君） 研修牧場については、やっとおかげさんでいろんな農家の問題等、

肥料の問題を少しずつ解決しながら少しずつ上向いているということと、農協もしっかり

と認識して農協とタッグを組みながら人材育成を進めるものと思っています。 

さらにこの研修牧場については、先般の臨時取締役会において、若い人 40 代 30 代が経

営に入ってきましたので、若い方々が人を呼び込むということもありますので皆さんの思

いより、私の思いよりも研修牧場の働きが弱かったんでありますけども、これからしっか

りと研修や人材育成に進めるということ認識をしています。 

さらに木蓮に対しましては、今回木蓮の事業から始めて新しい人も会社が起きたと思い

ますけども、会社が多くて独立したっていうことを聞いてますので、木蓮の新しい事業を

創出していくってのは、もっとたくさんあると思いますけど、やっと一歩が出ましたので

これから木蓮の方も新しいことを若い人を育成しながら進めていけるものと思っています。 

また熊石について、私もアワビについては大変残念だと思っています。このアワビも、

私も部会が解散してから聞いたもんでありますから、なかなか手が打てなかったというこ

ともありますし、ご存知の通り、熊石のアワビは池水入れて潜って餌をやるということで、

やはり高齢化とともに潜る人がいないということで餌がやれないということがあります。 

今ウニなんかも目の前の浜でやってるっていうこともありますから、これからも熊石の

アワビは消されないと思ってますので、漁業者も高齢化してますけども、それについても

話し合いしながら進めてまいりたいと思っています。 

更にサーモンについては、野党の先般、今年度会社が起きましたので、会社組織になっ

たということで、海面の方は企業協力隊なんかを募集できる。今まではどっちかという部

会でやってましたので、なかなかそういうことができませんでしたけども、これからそう

いう話もありますので、若いそういう人たちをサーモンの育成ができる人たちを呼び込み

ながら後継者を作っていくっていうことで今の海面の養殖してる人たちと話をしています。 

さらに陸上の方が今自立できるように進めてますので、これから新たに若い人が入りな

がら、今度は熊石に住んで漁業を作っていくってそういう段取りもしているところであり

ますので、少しずつは進んでますけども、まだまだ赤井議員さんおっしゃってる通り、足

りないと言われればその通りでありますので、これから諦めずしっかりと後継者を作って

いくっていうこと、また若い後継者を育成していくっていうことをやっていきたいと思っ

てますので、よろしくお願いいたします。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） どんなに会社を作っても産業を起こしても、引っ張ってくるのは

人なんですね。先ほど教育長の最後に、地域作り、人材は教育からって本当にその通りだ

と思います。 

ぜひ会社にばっかり産業にばっかりお金を注がないで、教育としっかりタッグを組んで

教育にしっかりお金を注いで人作りをしていってほしいと思いますが、いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 
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○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 赤井議員。私もそう思います。教育についても、教育がやっぱり

一番大事だと思ってますし、特に社会教育が私は人間教育だろうと思ってますけども、そ

の辺についてもしっかりとこれから教育委員会とタッグを組みながら支援していきたいと

思いがありますので、よろしくご理解をいただきたいと思います。 

○議長（千葉 隆君） 他に質疑ございませんか。 

○５番（関口正博君） 議長、関口。 

○議長（千葉 隆君） 関口議員。 

○５番（関口正博君） 新たな産業の創出、そして産業の活性化はこれが岩村町政にとっ

ての非常に大事な規模であるということは私も十分に承知しておりますし、それは本当に

大事なことだと思って将来に向けて議論し応援してきたつもりではおります。 

しかしながら、昨年そうであったようにふるさと応援寄附金、これも何とか事業者様の

ご尽力によって維持してはおりますけれども、昨今の国際情勢であるとかいろんな状況を

考えたときには決して安定的なものではない。 

そして漁業においては、町長も執行方針の中で触れておりますけれども、今年度は何と

か良くても再来年、来年度以降ですか。非常に事業の存続に関わるような重大な状況に陥

る可能性というのがあります。ということは、当然町としても町税収入は減ります。国民

健康保険にも大きな影響を及ぼすかもしれない。そういうことは当然考えなきゃなんない

ですし、先立って行われた全員協議会においては、病院事業に対して、これは今に始まっ

たことではないにしても非常に厳しい将来、というものをしっかり考えながら、財政運営

していかなきゃならないということが改めて示されました。 

それでも町として、町長は任期７ヶ月。その後はどうかわかりませんし、私どももそう

ですけれども、その後も当然町というのは継続していかなきゃなんないわけで、この新た

な産業という部分でこのウイスキー事業であるだとかワイナリー事業、これからのことを

考えたときにやはり今一度しっかりと、もうちょっと立ち止まって考えるっていうことも

事業の継続というものは当然検討していきながらもその危機感だとかっていうものは、今

一度しっかりと見つめ直す場面ではないのかなということも思うんですけども、その辺は

どのようにお考えでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 関口委員がおっしゃっているとおり、漁業者については大変厳し

いというのは聞いてます。これは、先ほど赤井議員さんの方から質問ありましたけど、漁

協としっかりと打ち合わせしながら漁協と協議しながら対策を練っていきたい。 

さらに予算については、予算がかかるものであればまた議会と話し合い、協議しながら

進めてまいりたいと思います。 

また病院については、確かに一部赤字ってのがありますけども、その後に、先ほど言っ

た税収だとか経済効果というのはかなり大きいのでありますので、その辺も含めて今我々
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としても、その病院があることによってマイナスもあるけどもプラスもあるということを

さらにこの病院があることによって、この町に住んでいこう、これから我々も新幹線の開

業も受けますけども今八雲町にいろんな民間会社だとか、いろんな公的機関も逆に集中し

ようというような動きが今あります。 

ただ、2030 年がちょっと今伸びてますのでその辺について、多分３月中に新幹線の開業

も、何年頃ってのははっきり出てきますので、それについても病院があることによってプ

ラスもあるってことを見ながら、進めてまいりたいと思っています。 

それと、ウイスキー事業についても、議会とも相談しながら予算も執行してますので、

これは私としても、町の財政、町のお金も出ますけどもそれに関わる建築だとかいろんな

ものを地元を使っていくこととなってますし、さらにそこに固定資産税だとか、私職員も

来ますので、その辺の効果。さらに、ワイナリーについてもやっと今年、去年のブドウを

200本ぐらい今詰めますので、今年は町民に皆さんに飲んでいただこうという計画もしてま

すので、これからの向かうまち作り、観食と観光はやはりこれからのまちづくりに大切な

ことと思ってますんで、十分私も危機感を持ちながら、議員の皆さんと議論を深めながら

進めてまいりたいと思ってますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○５番（関口正博君） 議長、関口。 

○議長（千葉 隆君） 関口議員。 

○５番（関口正博君） 僕らも報告を受けながらしっかり議論していくつもりではおりま

すけれども、本当に慎重な運営というものをどうかお願いしたいですし、ある市町の考え

方で、補助金を与えるよりは規制緩和と何かインセンティブを与えることで事業の継続を

図る。自治体が関わるものとして、それが一番健全なんだよっていうことを何かで見たよ

うな気がしております。何もかも補助金を出す、これは当然一時いい効果をもたらすもの

であるとは思いますけれども、何とか事業を継続するというところにしっかりと目を向け

た政策というものをやっぱり改めて考えていくべきかなというふうにも思うんですよね。 

どうか町でできることっていうのは、きっといろいろあるんだろうと思います。お金出

すことばっかりじゃなくて、このウイスキー事業にしてもワイナリーにしても、また違っ

た方面からの支援の仕方っていうものはやっぱり改めて考えていただきたいなと思います

けどもその点はどうでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 関口議員さんのおっしゃる通りだと思っています。一番は自力で

やっていくっていうことが大切だと思う。補助金当てにしてるってのは大変危険性もある

ということを私も認識をしています。 

例えば国は、やはり今の政府が地方創生 2.0 ということでこれから地方創生に力を入れ

るということになってますので、これから先般も農業者との話し合いの中でもこれから新

たなことであれば、今までは農業予算しか国からもらえませんでしたけど、地方創生でい

ろんなものが出てくるっていうことを確認してますので、漁業についても同じであります
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し、商工も同じでありますけども、やはり国の力も十分活用しながら進めるということが

大事だろうと思っています。 

先般、私が今の総理大臣石破総理大臣とお会いしましたけども、お会いしたときも今ま

ではどちらかというと、国の政策ってのはメニューがないから駄目だというような話があ

りますと話したら、メニューは関係ないんだと。が良くなることであれば、国としては支

援するということを聞いてますので、しっかりと町がというよりも、農業者や商工業者、

この方々がこういうことをやりたいんだってことであれば、我々としても国としても地方

が創生できることは、石破総理大臣は僕はこれをがっちりやっていきたいということあり

ますので、これから我々としても、商業者や農業者や漁業者いろんな団体と話し合いをし

ながら、この地方創生に八雲の活性化に向けていくということで考えてます。 

ただ先ほど言った通り、関口さん議員さんおっしゃってるとおり、お金をやればいいと

いうことではないというのを私ども理解してますので、これからしっかりと考えながら進

めてまいりたいと思ってますので、ご理解をよろしくお願いいたします。 

○５番（関口正博君） 議長、関口。 

○議長（千葉 隆君） 関口議員。 

○５番（関口正博君） 最後ですけれども、我々はどうしても町民の代表ということでこ

こに立っております。最近、町民から聞かれるのは、町長は新規事業には一生懸命だけれ

ども既存の産業になかなか目を向けてくれてないんじゃないかと、そんなことはないんで

すよね。いろんな作業に当然手当はしてきてるんだけど、どうしてもそう見えがちなとこ

ろがある既存産業というものが厳しい状況になっていく、いろいろ文化情報だとかそうい

うもので、何か与えるということではなくて、将来維持できるような方策というものをし

っかりと考えながら、一時的に何かを与えるとかではなくて、そういう事業の次のきっと

そういうところがよくて町長に言っていると僕は思ってるんですよ。 

ですから、何とかそういうふうに町民に言われないような形の政策というものを我々と

ともに考えていただければなと思いますんで、残りの任期ですけれどもよろしくお願いい

たします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それはしっかり認識をしてやっていきたいと思ってます。今、私

が結構いろんなとこで声高くしてるのは産業の活性化、一次産業が一番活性化するのがい

いだろうと思っています。その中でも我々もそうでありますけども、米の値段だとかいろ

んな野菜だとか物価が上がってきて高いっていうことでありますけど、日本の農業、漁業、

一次産業、木材も高いという話もありますけども、国民も我々もしっかりと農業を支えて

いくってことを考えると値段はある程度上がっていくものをしっかりと我々も影ながら産

業を支えていくっていうことが必要だろうと思ってます。 

先ほども先般、私も地方に結構行くことありますので、しっかりと国に対してや道に対

してやっていきますし、関口議員さんおっしゃってることについて、これから特に関口議
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員さんとはいろんな話し合いできると思ってますので、いろんな議論をしながら、これか

らの産業の活性化。それぞれに先ほど言った通り、新規よりは地元の今まで既存のものが、

おろそかになってるっていう意識があるということでありますので、既存の作業やってる

方々を支援する支援するのはお金ばっかりじゃないということでありますけど、支援策を

いろいろ協議して進めてまいりたいと思ってますので、よろしくご理解をいただきたいと

思います。 

○議長（千葉 隆君） 他に質疑ございませんか。 

○９番（牧野 仁君） 議長、牧野。 

○議長（千葉 隆君） 牧野議員。 

○９番（牧野 仁君） 今年は合併して 20年ということで締めの年を迎えます。その件に

ついてお聞きしたいんですけども。 

これまで八雲町は道南北部における中心的な役割を担ってきた町として、合併後もその

立場を保持しながら、町民の皆さんの協力を得ながら、共同のまちづくりを推進してまい

りましたけれども特に合併特例債を活用した社会資本整備を優先的にやってきました。 

そんなことから、今合併当時は２万１千円にあたるのが今１万６千円から７千円ぐらい

人口減少の中で、やはり先ほど赤井さんと関口くんの意見を聞きますと、私念願でありま

す中央との開口もこれから繋がると思いますけど 277 号線、町としても早期着工要請をし

てますけども、強く私もお願いしたいのは地域の経済を邁進していくには早い時道路が整

備されないと物流の面でも人材確保の便でも、全ての部分前に進めないと思いますんで、

地方創生の中に含めた考え方をいろいろ入れていただきながら、今後、町長の考えですけ

ど、この 275号線のどのように今後、あり方を考えているかお聞きしたいと思います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 牧野議員。277 号は大切な道路だと思ってます。これについては、

今年度特に力を入れて要望活動を進めてまいりました。感覚的には、かなり良い状況に進

んでると思っています。 

今プラスはいろんなことがありますけども、桧山沖の洋上風力。これはかなり大きくて

法定協議会も今月もう１回ありますけども、ある程度決定してくるとなると渡島と桧山を

結ぶ一番最短行くのは 277号ということで認識してますので、函館海底の方も大切さ。 

更に新幹線の工事でも一番やっぱりその線路が長いので、瀬棚港からこっち持ってくる

ということもありますので、今 277 号は幅が狭いトンネルが小さいということでなかなか

使えない。本来なれば一番短いのが 277号なんで、我々としてもこれからサーモンだとか、

いろんな分野で観光だと考えたときには必要だと思ってますので、これからも来年度に向

けてさらに力を入れて、277 号の全面改修について、旧熊石町からの念願でありますので、

何とかやりたいということでご理解をいただきたいと思います。 

○議長（千葉 隆君） 他に質疑ございませんか。 

（「なし」という声あり） 
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○議長（千葉 隆君） 質疑終結と認めます。 

お諮りいたします。これらの各案については、慎重審議の必要があると認められますの

で、本会議に議長を除く議員全員を委員とする予算特別委員会を設置し、これに審査を付

託したいと思います。 

これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） ご異議なしと認めます。 

よって、そのように決定されました。 

お諮りいたします。 

予算特別委員会が審査の都合上、必要があるときは地方自治法第 98条第１項の規定によ

る書類等の提出を求める事が出来る権限をあらかじめ委任したいと思います。 

これに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（千葉 隆君） ご異議なしと認めます。よって、そのように決定されました。 

暫時休憩いたします。 

○議会事務局長（野口義人君） ご連絡いたします。 

 この後、直ちに、ただ今設置されました予算特別委員会を開催いたしますので、委員の 

皆様は議員控室へご参集願います。 

 傍聴者の皆様にお知らせいたします。 

 この後、予算特別委員会を議員控室で行います。所要時間は、おおよそ 10分程度でござ

いますので、ご了承願います。以上でございます。 

 

休憩 

再開 

 

○議長（千葉 隆君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

ご報告いたします。 

 休憩中に開かれました予算特別委員会において、委員長に斎藤實議員、副委員長に佐藤 

智子議員を互選した旨、通知がありましたのでご報告いたします。 

 

◎ 日程第８ 一般質問 

○議長（千葉 隆君） 日程第８ 一般質問を行います。 

質問は、あらかじめ定められた順により、おのおの 45分以内に制限してこれを許します。 

それではまず、赤井睦美議員の質問を許します。赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） ２点質問させていただきます。議会も遅れないように１問目だけ

これ使います。 

１問目ふるさと納税今後の取り組みはということで、ふるさと納税の減収見込みが出た
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時点で、財政危機という言葉が聞かれました。人気の商品が入手できないことで、町財政

が危機に陥るということに大きなショックを受けました。 

以前、町長からふるさと納税という仕組みがいつまで続くのかわからないから、なるべ

く頼らない財政運営を行うという言葉を聞いたことがありますが、思いっきり依存する形

になっていたのでしょうか。 

それだけ町財政の重要な位置を占めるふるさと納税に対し、町としては今までのような

取り組みを今までどのような取り組みを行ってきたのでしょうか。 

１.町として行えるのはＰＲだけなのですか。 

２.返礼品の新規開拓はどのように行っているのでしょうか。 

３.企業が原材料確保に苦労していることに対し、町として協力できることはないのでし

ょうか。 

４.今は品物だけではなく、体験型も人気と聞きますが、今後そうしたいろいろな形が考

えられるのではないでしょうか。 

５.職員が少なくなり、負担も大きくなるため、今後こうしたふるさと納税の取り組みは

民間に委託する方が良いと思いますが、いかがですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、赤井議員の一つ目のご質問にお答えいたします。 

ふるさと納税制度は、平成 20年４月の地方税法等の一部を改正する法律により、人口減

少により、過疎化が進んだことによる地方と都市部の税収格差是正を目的として、同年５

月からスタートしており、令和５年度八雲町一般会計決算では、ふるさと応援寄附金が歳

入占める割合は 17.6%と地方交付税に次ぐ貴重な財源となっているのが現状であります。 

申し上げた通り、歳入に占める構成比率が高いことから、旧額の増減が町財政を左右す

る要因となってしまうため、寄付金に頼ることのない財政運営を行っていくという考え方

は変わりないものでありますが、一方で、八雲町を応援してくださる方も多くいるという

ことから、いただいた寄附金を基金に積み立て、今年度において旧社の意向に沿ったまち

作りの財源として有効に活用させていただいているところであります。 

それでは一点目のご質問ですが、ＰＲの内容としては、八雲町を応援していただけるよ

うＰＲを行う他、旧社が円滑に手続きを行える環境を整えることが基本であると考えてお

ります。これまでの取り組みとしては、ふるさと納税募集サイトが主催するイベントの出

展新聞広告やインターネット広告の活用町外の物産展でのパンフレットの配布などを行っ

てきた他、寄付を検討されている方々の目に留まりやすい令和６年度は、ふるさと納税募

集サイトを５サイトから 12にサイトまで拡充を行い、寄附をしやすい環境を整えておりま

す。 

議員ご承知の通り、ふるさと応援寄附金の募集にあたっては、地方税法および給付金の

募集の適正な実施に係る基準に従って取り扱わなければならないため、引き続きこれらを

遵守して適正な募集事務に努めてまいります。 
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次に２点目のご質問ですが、新規返礼品の開拓にあたっては、返礼品のトレンドを捉え

ながら、ふるさと納税業務を委託している民間事業者とともに、返礼品提供事業者と定期

的な情報交換を行っている他、令和６年度は、返礼品提供事業者を対象に、勉強会を開催

し、地場産品基準や基準の確認や情報交換を行ったところであり、既存返礼品のブラッシ

ュアップも含め、引き続き地場産品の開拓について努めてまいります。 

次に３点目の質問ですが、町では返礼品提供事業者の利益に繋がる商品の原材料の確保

に対するシェアは行っておりませんが、これから十分検討することが必要だろうと考えて

おります。 

次に４点目の質問ですが、体験型の返礼品については、平成 29年に町内事業者から提供

をいただいておりましたが、提供終了により現在は取り扱っていない状況にあります。今

後取り扱いたいという声もいただいておりますので、内容等の情報交換を行いながら、体

験型の返礼品の開拓について取り組んでまいります。 

最後に５点目の質問ですが、ふるさと応援寄附金の募集事務に関しては、寄付金募集サ

イトの運営管理、寄付金の決済管理、返礼品の配送管理や、在庫管理、税控除の受付業務

など、膨大な作業があることから、現在町ではこれらの業務を専門的に取り扱っている民

間事業者に委託しております。 

委託内容の管理は必要になりますが、募集義務に関わる職員の事務負担は一定程度軽減

されていることから、今後においても業務委託を継続し、事務負担軽減を図っていくとと

もに民間事業者のノウハウを活用し、寄付額増に向けて適正に対応してまいります。 

以上、質問に対する答弁とさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 民間委託されてるってこと、ごめんなさい。勉強不足で初めて聞

いたんですけども、その委託費ってどれぐらいかかるんでしょうか。 

○商工観光労政課長（井口貴光君） 議長、商工観光課長労政課長。 

○議長（千葉 隆君） 商工観光労政課長。 

○商工観光労政課長（井口貴光君） 委託費についてでありますけれども、まず令和６年

度の予算の中でお答えさせていただきたいと思いますけれども、委託費といいますと、い

ろんな種類の委託費がございましてそれらをひっくるめた中でどれだけ寄付額に割合を占

めているかとそういった感じでお答えさせていただきたいと思いますけれども。失礼しま

した令和 5年度の決算でお答えさせていただきます。 

寄付額については、令和５年度 34億 4,800万円ほどございまして、これにかかる募集経

費でありますけれども、返礼品の経費も含めた中で、割合をお話させていただきます。 

まず返礼品に関する経費、調達に関する経費については、このうち 26%を占めてございま

す。残りがいわゆる募集の経費ということでありますけれども PR経費、それから返礼品に

係る経費、それと募集事務、いわゆる委託の部分になりますけれども、そういった部分を

含めますと 23.8%が募集にかかっている経費委託も含めた全ての経費といったことで、総務



- 29 - 

 

省が示しているルールでいきますと、寄付額に占めるその募集経費の割合が５割以下に納

めなさい、とこういったルールがありますので、５年度の決算でいきますと、八雲町では

49.8%にこれら全てを抑えていると。 

個々の委託料はいくらというふうにお答えはできなかったんですが、５年度の決算とい

うことでご理解をしていただきたいと思います。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 当然これは町外に委託ですよね。23.8%が全て町外に出てるってい

うことになるんですね。 

先ほど、これも委託だから同じなのかもしれませんけど募集サイトを５から 12サイトに

増やしたという、そこもやっぱり 23.8%に含まれているんですか。増やしたことも。 

○商工観光労政課長（井口貴光君） 議長、商工観光商工観光労政課長。 

○議長（千葉 隆君） 商工観光労政課長。 

○商工観光労政課長（井口貴光君） 令和６年度で、元々５サイトあった募集サイトを７

サイト増やしまして全部で 12サイトにしておりますけれども、寄付額が伸びればその分割

合を掛けますと、こういったものにかける経費が増えるという自然的に増えるということ

になるんですが、令和６年度はご報告させていただいた通り、10 月時点で寄付額がなかな

か伸びないという、そういった予想もした中でどのようにＰＲについて行っていくかとい

う部分を十分事務担当者の方でも、相当検討した経緯がございます。 

その結果、この委託を新たに増やさないで、７サイトを増やすことができたっていうこ

とが６年度で努力をさせていただいたといった部分でございますので、そこの部分につい

ては、新たに委託料を払ってサイトを増やしたということではないので、事務方の努力と

いうことでご理解をしていただきたいなと。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 町によっては、クラウドファンディング型ふるさと納税を活用し

て、助産院がなくて出産できないからこの町で人口を増やすために出産できない町でどう

やって増やすんだっていう町民からの苦情で、そこの町長がクラウドファンディング型で

８億集めて助産院を作りたいですって言ったら１ヶ月で集まったっていう町の例もあるん

ですね。 

ちょうど６年前の 2019年に関口議員が、同じくクラウドファンディング型のふるさと納

税で八雲町の漁業をもっと支えていくってことはできないかということを町長に質問した

ときに、それはとっても有効だと思うので、ぜひ検討していきたいと、そのようにお答え

になりましたもう６年経ちました。その検討の結果はいかがなんでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 漁業ということで話があり漁協ともいろいろ話しましたけど、な
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かなか難しいというのは、事業一つずつが難しかったということと、また農業だとかいろ

んな分野がありますので、漁業に特化するっていうのは大変難しかったということであり

ますけども。 

多分これからであれば、何か一つの分野で持っていくってこともありだと思ってますの

で、その後いろんなところでクラウドファンディングも常に関口議員さんが質問した頃、

先端を置いてたんで、私もついていかなかったということもありますので、これからいろ

んな部分で考えていけると思いますのでよろしくお願いいたします。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 先ほど商品開発も今やってる方たちと一緒に勉強会されてるって

いう答弁がありましたけれども、また関口議員ですけれども、2021 年度に他の町はふるさ

と納税の寄付金の商品開発に開発費を出して研究していると。木蓮に時間と研究費を与え

て取り組むべきじゃないかというふうに提案して、そこで八雲町は、八雲町の弱みは１社

に頼っているところは弱みなんだと総務省からも八雲の豚肉も対象となるよと、だからそ

れを含めて木蓮でも開発できないか時間をかけて検討してみたいという答弁が 2021年にあ

りました。 

その検討の進捗状況というか、まだ３年、４年しか経ってないので、その検討の結果今

どのように進んでいるのか教えてください。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 私がその当時木蓮の社長でありましたので検討はしてたんですけ

ど、引き継ぎは次期社長に任せるということで私も次期社長に任せましたので、その辺に

ついてはなかなか進んでないっていう思いがありますので、今回の取締役会等々また話を

して進めたいと思ってますのでよろしくご理解をいただきたいと思います。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 勉強会は始めたばっかりなんですもんね。 

だから状況っていうのはないでしょうけれども、その研究に関しては木蓮の社長さんが

交代したから、研究の開発っていうのをストップしてるっていうことでいいんですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 多分引継ぎがうまくいってなかったという認識を持ってますので、

話は聞きますよ。木蓮の新しい社長と話もしてますけど、なかなか（聞き取り不能）とい

うのが現状だと思ってますので、これから取締役会とも話していきたいと思っています。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 別に木蓮にこだわらなくても、その開発してるところがあればい
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くらでも開発してもらった方がいいなと思うんですけれども、2008 年にふるさと納税の健

全な発展を目指す自治体連合が創設されました。 

その中には北海道からも８市町加盟していて、共同代表が福井県知事と上士幌町の町長

と長崎先生、長崎県平戸の市長なんですね。年１回シンポジウムを開いて、それぞれどう

いうことをしているのか。ということを情報共有しながら、一番の目的はやっぱり今、根

室とか、白糠も加盟してますけれども。争奪戦返礼品の争奪戦になっているのでそうじゃ

なくて、本当の目的は自治体を応援したいっていうことが目的だから本来の目的にかえっ

て同じ返礼品をやるにしても、もっと寄付してくれた方に対して、自治体を示してくださ

いってこんな方法でも応援できますよっていうのを返礼品とともに上げていると、ある自

治体では寄付してくれた人を株主という扱いにして、八雲町ではいくらはきっと返礼品で、

もしいくら注文していくらになると思うんですけれども、それ以外に八雲町はこんな取り

組みをしています。こういうとき取り組みに一緒に参加しませんかとか、それからもし空

き家をリノベーションして、こういうふうに体験もできますから来てくださいとかそうい

う案内を出して徐々にその寄付者の意識を変えていこう。 

単に安く手に入るから、美味しいものを食べればいいっていうそういうのではなくって、

その人たちが寄付することによって大都会は本当に住民税とか減ってくんですよね。 

そういう大都会の協力も得ながら自分たちにこれだけのお金をもらってるんだから、本

当に自治体をより良くしていこうという、そういう組織だということなんですけれども、

そこには根室市、沼田町、東川、苫前町、遠別、それから上士幌、足寄、白糠が入ってま

す。八雲もぜひ検討してるかもしれませんけれども、そういうところに加わっていろいろ

な全国たくさんいますけど、北海道はそういう情報をどんどん得ながら寄付を集めりゃい

いっていうだけじゃなくて、寄付してくれた人とともにまちづくりをするという、そうい

う方向に変えていくのはいいんじゃないかなと思うんですけども、そういうのはいかがで

しょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 元々私も町長 12年目になったとき、上士幌の竹中町長さんにふる

さと納税の話を聞きながら勉強して、今に至ってるということがありますので、その会に

ついても、私はあんまり認識なかったんでありますけども、入って勉強を深めたい。私が

入るっていう多分担当課とかいきながら勉強するということでありますので、それについ

て自分たちの町だけで●●しないで勉強しながら、まちづくりに生かしていきたいという

思いは一緒でありますのでよろしく。私もこう言ってもなかなか進まないということで、

いつも赤井議員から御指摘されますけども、それもしっかりとやっていきたいと思ってま

すので、よろしくお願いします。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 能登半島の地震が起きたときに、隣が福井県だから県として能登
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を応援しましょうというそういうふるさと納税を集めて、それを寄付したっていうのもあ

るんですって。 

だからお互いに自治体同士助け合うということもこの協会ではやってるようなので、

やっぱり八雲町だけが良くなればいいとか、森町だけが良くなればいいとかじゃなくて、

みんな格差是正のためのふるさと納税ですから、皆さんのお金をより有効にそして町民の

幸せに繋がるように、いろいろ勉強しながらやっていただきたいと思います。以上です。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 本当にこのふるさと納税は大切な収入だと思ってます。 

当初赤井議員さんの質問で、ふるさと納税に頼ってるんじゃないかってことありました

けど、今まで私も毎年の決算では赤字になったことはありませんので、必ずふるさと納税

だけに頼ってなくて、ふるさと納税は今んとこある程度基金が詰まってます。 

令和６年度の決算まだ出てませんけども、多分赤字になることはないという認識ありま

すので、ふるさと納税に頼った財政運営はしてませんけど、町の活性化やいろんなものに

使う単品に使うものについては、しっかりと使っていきたいということでありますし、今

言った通り赤井議員さんおっしゃってる勉強しながら地域の活性化に、ふるさと納税の活

用もしっかり取り組んでまいりたいと思ってますので、よろしくご理解いただきたいと思

います。 

○議長（千葉 隆君） 暫時休憩いたします。 

午後 13時再開いたします。 

 

休憩 

再開 

 

○議長（千葉 隆君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

一般質問を続けます。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井議員。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） ２問目。地域の教諭教育力アップと存続に民間力をということで、

今全国には 3,600の公立高校があり、そのうち１年間に統廃合されている高校の数は 60校

前後だそうです。今後 10年間で６、７校に１校はなくなる計算です。 

高校の統廃合による地元への影響はなかなか想像しにくいのですが、八雲町で考えたと

き、５月１日現在の八雲高校の職員数 28人とその家族生徒 208人が八雲から移動すると想

像すると、一つの産業がなくなるのと同じか、それ以上に町に対するマイナス影響は大き

いと思います。 

これからさらに人口減少を考えたとき高校がなくなった時点で、八雲町は子育てがしや

すいまちという選択肢から外れてしまいます。地域に高校があるということは、人口減少



- 33 - 

 

が進む八雲町にとって、とても重要なことです。 

しかし、高校は道立で町の管轄外となるため、今まで共同はなかなか困難でした。そこ

でこの状況を何とかしようと、教育内容や地域の教育環境を魅力的なものにし、生徒に選

ばれる学校を目指していこうと、今全国各地で高校魅力化プロジェクトの取り組みがされ

ています。 

八雲町でも、ぜひこうした民間の力を活用して教育を中心としたまちづくりに取り組ん

ではいかがでしょうか。よろしくお願いします。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 赤井議員の二つ目の質問にお答えします。 

高校が魅力を高め、生徒から選ばれる学校になるためには、進学や就職など生徒の多様

な進路希望に応えるとともに、学校運営全般が保護者や地域からの信頼を得て安定して推

進されていることが重要です。 

さらに、生徒の実態を踏まえ、地域と連携して社会の変化や多様な学習ニーズに対応し

た教育活動を展開し、生徒が集団や社会の一員として意欲を持って他者と協働し、自分や

町の未来を創造していくことができるよう、経験の場を設けていくことも求められると考

えています。 

このようなことから、高校の魅力化に向けては、まず生徒の興味関心や多様な進路希望

に応じた教育課程を編成し、可能な限り生徒１人１人に応じた学習機会の確保を図るとと

もに、望ましい勤労感や、職業観を育むためのキャリア教育を充実し、その成果があらわ

れるように取り組んでいくことが重要です。 

八雲高校においては、まず進路指導の面では、習熟度別の教科指導や、放課後講習、就

職希望者への早期の個別指導などにより、近年、生徒の進学や就職に目覚ましい成果が見

られてきています。また、キャリア教育の面では、令和７年度から地域とともにある学校

作りを目指すコミュニティスクールが導入されることにより、これまで以上に地域と連携

協働したキャリア教育が展開されるとともに、地域の皆さんが繋がり、支え合うまち作り

に好影響をもたらすことも期待できると考えております。 

さらに令和６年度から新たな取り組みとして、同窓会の支援による八雲高生の海外短期

研修が始まっています。こうしたことから、教育委員会として現時点では、八雲高校の魅

力化を図るために、地域の力を借りて積極的に教育活動を変革していくことを期待すると

ともに、今後も緊密な連携を図りながら、必要に応じて適切な支援を行ってまいりたいと

考えております。以上でございます。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 島根県の浜町というところが、高校がどんどん生徒がいなくなっ

てしまってついに 80代人台になってしまって、高校が閉校になるかもしれないってなると、

中学校卒業して島から出るんですけれども、そこに保護者も着いていなくなっちゃうとい
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うことで、その島自体が危機的な状況になってしまったんですね。 

そこに魅力化プロジェクトっていう方が来て、今では生徒数も 200 人近く増えた。そし

て一番魅力的なのは、そこで学んだ子たちがよそに大学とか行って、帰ってその島を自分

たちがもっともっと活性化するんだって言って、戻ってくる人が多いっていうとこが一番

の魅力だと思うんですよね。 

そんな簡単にいったわけじゃなくて、県立高校と町の中学校、八雲だと道立高校と町の

小、中学校なんですけど、教育長さんの立場からいくと割と近い関係かもしれないけど、

一般町民からすると、何となく私は同窓生ではあるんですけれども、閉鎖的な気がします。

八雲高校は、何となく一般人が入りにくいなとかそんな感じがするんですね。 

だから町として何かしてあげようとしても、何となく壁があるんじゃないかなって気は

するんですけど、そういう点は別にないですか。 

ごめんなさい。答えにくいけどいいですか。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 八雲高校、本当に伝統のある高校ですので、そういった面で歴

史と伝統を自分たちで背負いながら何とか都市部の高校に近づき、追い越していこうとい

う思いが強く持っていて、どちらかというと進路指導がこれまでのような先生方が要は、

黒板で教え、知識技能を習得すると、そういうところに徹底していくような時代が少し前

の学習なのかなという思いもあって。 

そして今、各学校をやろうとしてる地域に開かれた学校ということに非常に取り組もう

としたけれども、学校の中でも難しい事案があったりして、何年かスタートが遅れてしま

っているという状況があったのでと思います。 

赤井議員は同窓生なんで、もっと以前からそのように関わろうとしながら難しかったと

いう歴史はあるかと思いますが、そういった中では先ほど申し上げたコミュニティスクー

ルを立ち上げるっていうのは、学校としても一歩前に出たことになると思いますので、そ

ういったコミュニティスクール学校運営協議会の中で、学校に対して、そして言ってみれ

ば経営陣、校長先生が変わっても、こういうような学校運営をしてほしいんだという地域

が求める学校の姿っていうのをこれから先ほど申し上げた学校運営協議会の中で、しっか

り議論をし合って身近なものにこちら側からも、そういう立場にどんどん近寄ってもらう

とそういったことが大事なのかなというふうに思います。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） ●●町もやっぱり高校に県立高校に町の人がいちいち出入りする

ってのは非常に嫌われてたそうなんですけど、先ほどの石場さんが地方創生大臣になった

年にそれは良いことだ。町が元気になるんだったらやりなさい、ということでやっと入れ

たんです。 

だから高校の事務室の中に町職員が入って、高校と地域をどうやって結ぶかっていうそ
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ういう仕事ができたそうです。今ちょうど八雲高校に町職員が入ってやんなさい、という

そういうことではないんですけれども、道教委にいらした立場から、その道立高校に町が

ね、町を活性化させるためにこの高校の協力が必要なんだってだから一緒にやっていこう

ってもし八雲町が言ったときって、道教委ってどんな反応でしょうね。よしそれはいいぞ、

頑張ってくれっていうのか、いや道立だからある程度の範囲で収めてくれっていうのか。 

ニセコなんかはそれが大変で、町立高校に変わりましたよね。そういう道教委の立場か

ら見ると、町は一生懸命地元の高校にいろいろと手伝うということは、どんなふうに見え

てくるんでしょうか。 

今もう離れてますけど、何となく昔の感じでいいです。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 私離れて５年にもなりますけど、以前は道立高校の運営面に関

していろんな協力していただくというのは、例えばこんな事例がありました。 

道立高校の敷地内に宿舎があると、だけど生徒をもっと呼びたいから、その宿舎をもう

ちょっと改修して、入れる生徒数を多くしたいんだというようなことで、町の予算を入れ

たいというふうにいただいた件がありましたが、地財法の関係があって、道の財産に町の

お金を入れていただくことはできませんというようなことで、お断りしていた時代があり

ましたけれども。 

そこは受け止め方をきちんと判断を、多分法律の読み方をしっかりとまた読み込んで、

例えば福島商業さんは宿舎、寮作ってますね。他の町でも、●●の外に寮を作ってたりし

て、実質も支援しているところがあるっていうのもあって、そういったことも認めていこ

うというような方向に今は変わってきてると思います。 

その町で高校を存続していただくためにその町で本当に努力していただいて、総合開発

計画にもしっかり盛り込んでいただくってのは、道教委のスタンスに今なっておりますの

で、そこはありがたく道立学校と町と一緒に●●を合わせて進めていくっていう姿勢が余

計高まってきているというふうに思います。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） それを聞いて少し希望が見えました。福島商業が今一生懸命やっ

てて、八雲だってできるのになって思いながらも、道と町との壁があってなかなか難しい

んだけれども、道だって決して裕福ではないので、お金の問題からは町とタッグを組んで

やることが一番だと思います。 

教育委員会さんに教えてもらったら、今年の八雲高校の受験率が八雲中学校でいくと

61.0 と。今年はちょっと多く八雲高校に入るのかなって気はするんです。もちろん地方に

出てるお子さんもいますけど、八雲高校にただ残って入ったんじゃなくて、さっきおっし

ゃってくださったように、キャリア教育というか自分がこの先どうするんだって。地域の

ために自分は何ができるんだってそういう考える場になってほしいなってすごく思います。 
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だけど残念ながら働き方改革が始まって、高校の先生も動きにくいんですって、いろい

ろお話聞くと。部活動も社会人枠に。 

例えば野球部は野球を誰か教えてくれる人。私もある部にどうですか、こういう人がい

るんですけどって言ったら、とにかく忙しくて時間もないし。社会人で教えてくれるって

いう人がいても、そことの連携をどういうふうにするかって、そこから始まって動けない

状況なんですっていう話を聞きました。 

だから町がもう少し協力して、先生方が一杯一杯であれば、町が入って町のいろんな人

材を活かしていくべきじゃないかなって。道に聞いたら、今のビジネス科が受験者数少な

いんですけども、例えば研修やってるし、サーモンもやってるし、ウイスキーもあるし、

後継者育成みたいのができないかなと思って聞いたんですけれども、課を変えるってこと

は相当難しいらしく、そこは無理ですよって言われたんですね。 

キャリア教育を考えたときに、部活も野球部で全国大会行くとかそういうのも大事だけ

ど、職業に関係する例えばネイルアートブームみたいのがあって、将来ネイルアートする

やる人になりますよとか、カット専門の美容師目指す人にそういう部活がありますよとか、

そういうこともいいのかなと思って話したんだけど、そのために動く職員数が足りなすぎ

て、すごくいいと思うんだけども準備も間に合わないっていう大変な状況だということを

お聞きしたので、もし連携できるんであれば、地域と高校との連携係みたいのに町が役立

つことはできないかなと思ってるんですけど、高校の担当ではないからそこにお答えはで

きないと思いますけど、ぜひせっかく 61%の子が受験している、残ってくれてるわけだから、

この人たちが３年後に自分はこういうふうに進みたいとか八雲でこういうことをしてみた

いとか、そのためにこんな大学行きたいとかこんな専門学校行きたいとか、そういうふう

に目指せる方向であってほしいなってすごく思います。 

そこで、教育長は教育長という立場で、八雲町じゃない、よそから来て八雲町を見つめ

て、八雲の教育環境の可能性とか魅力があればぜひ教えてほしいと思います。 

ずっと八雲にいると当たり前になっててあまり魅力として感じないので、八雲にいらし

てから八雲町の教育環境の中で、魅力とか可能性があれば教えていただきたいと思います。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 八雲町は道南の北部で、非常にこの一帯を支えているという力

強さが町にありますので、生徒も八雲町で育ってるっていうことには、非常に力強さを受

けて誇りを持って育ってるんじゃないかなというふうに私は思っておりました。 

ですから、八雲町に通ってもここで自分は進路、そしてどうやって生きていくかってい

うことを描くことができるんじゃないかな、というふうに思ってるんですけども、先生方

もそうなのか、地域全体もそうなのか、少し機運が下がっているところがどうしても見受

けられるなと思ってます。 

ですので、八雲高校なんかはそれが最大ってわけじゃないんですけども、国立大学にも

入れる、公務員にも頑張ってなるとか、専門学校でこういう希望っていうことでだんだん
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進路を実現をする意欲が少しずつ今沸いてきてるかなというふうに思っております。 

八雲町というこのポテンシャルの高い町で、子供たちもそういう町で育ってる意識は十

分あると思いますので、以前もご議論ありました、自己肯定感が八雲の子はあまり高くな

くて、そこの追求はなかなか至っておりません。 

ですので、自己肯定感を高めて、周りの人のためにも頑張るぞっていう自己有用感のと

ころにもまだ繋がっていかないところですけども、そういう自己肯定感を高める八雲町に

いてもっと大人の人と対話をするとか、いろんなところで対話して、対外的なところと出

会って自分がきちんと発言できるとか、自分に自信を持つようなことを今はツールがあり

ますので、そういったことを育てて、元々子供たちが持ってる力をもっと発揮できるよう

にしていくと元々力を持ってる八雲の子供たち、青年の方々が力を発揮できるようになる

と思います。 

八雲町は本当に魅力のある、力のある町だと思っておりますし、住民の方々もそうだな

というふうに認識しているところでございます。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） ありがとうございます。 

2021 年の２月に三澤議員が卒業した後、勇退してもらうにはどうするかではなく、魅力

ある町をどう魅力があるんだよっていうことをどう見せて感じてもらえるかが大事ではな

いかと。未来ある子供たちのために、どの町にも劣らない教育ができればもっと住みやす

いまち作りに近づけると思う。 

もっと教育にお金を使わないといけないんではないかというふうに質問したら、町長は

教育は大事だと。教育にとって僕はお金を惜しまない。だからどんどんやりたいっていう

答弁でした。お金を惜しまないって言ってくださったし、八雲はこんないい町だって言っ

てくれました。 

厚沢部は高校がないのに中学校の中で魅力化プロジェクトを導入して、小、中でしっか

りとまちの魅力を自分たちでどう発見して、どうやって活性化していくかっていう取り組

みをしてるんですね。だから、高校だけじゃなく小、中からそうやってできるし、大人と

高校生が接するって今おっしゃってくれたことすごく大事だと思うし、素敵な高校生と中

学生が一緒に何かやるってことも大事だと思うのでね。 

やっぱりまちづくりは人づくりで、人は教育でなきゃ育たないと思うんですね。ですか

らぜひお金は惜しまないと、2021 年におっしゃってますから、ここは教育にしっかり力を

入れて頑張ってほしいと思いますが町長、最後に力強いお言葉をお願いします。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 皆様から町長に人作り、人材育成という質問があるたびに私も

自分の事のようにいつも悩んでおります。本当に難しいテーマなので、私も最近思ってる

のは今お話がりました。予算を入れる。そして私からも言いました人との繋がりっていう
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のが大事だと思います。 

今年すごくいい例があったなと思っておりました。文教厚生委員長も出ていただいた 20

歳の集いの代表の男性がお話したことです。自分は今八雲で働いている。先輩方に世話に

なりながら一生懸命働いている。そうした中で、八雲が本当にすごく好きになった。愛し

てるっていうふうに言って。僕はここにいるから、みんないつも戻ってきて、っていう素

晴らしいお話を聞いてＩターンＵターンあるんですけれども、もちろん最初から八雲に就

職してもらえればいいんですが、ああいう青年がいるという素晴らしさを高校生中学生、

どちらかというと我々大人おじちゃんじゃなくて、少し先輩の若者から八雲の良さをじわ

りと伝えるような、これ予算にも関わります。 

社会教育課の持っている予算、今ので対応できるかもしれません。そういったことで身

近な年頃の人から素晴らしい思いを伝えてもらって、八雲の素晴らしさを高校生に改めて

実感というか、気づいてもらう、そんなこともできたらなというふうに思っておりました。

露払いで失礼いたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 本当に高校との連携ってのは、大切だと私は思ってます。赤井議

員さんおっしゃってるとおりだと思います。 

中学生とか中学生の親が高校に何を求めるとか、このことを今の高校では足りない部分。

先ほどは、お金に糸目つけないでというのはもちろんのことでありますけども、高校に求

めてることを我々も高校に伝えて、学力で進学する方がいいのか、スポーツもあるのか、

その辺を含めてしっかりとやっていかなきゃなんない。 

そして、今年私も入学式、卒業式に行きましたけども、今年の入学生がビジネス科７人。

本当に寂しい限りでありますので、先ほど赤井議員さんおっしゃった就職っていうのを考

えたときに、今八雲町も役場に入る人が少ないんで、ビジネス科で役場とは言いませんけ

ど、公務員を少しできるような勉強をさせていただくと、八雲ばかりじゃなくて、高校卒

業してから公務員の学校に行きますので、何か少しでもビジネス課でチャンスが、勉強で

きるようなものもできたらいいのかなって。 

そうすると高校の先生が足りないんで、何か指導する人がいるのかどうかわかりません

けど、できたらいいのかなと思ってますので、先ほど言ったとおりお金と人で惜しまない

人材育成には頑張っていきたいって、いつも喋ってさっぱりやらないって言われてますけ

ど、何とかよろしくお願いします。 

○１番（赤井睦美君） 議長、赤井。 

○議長（千葉 隆君） 赤井議員。 

○１番（赤井睦美君） 先ほどの青年ですけど、東野小学校からずっと山車に参加してく

れてて、彼が山車を今一緒にやってるんですね。やっぱり山車は社会教育ですから、そこ

に出てる青年がそうやって育ってきたっていうのはすごく嬉しいことですし、もう１人去

年成人だったんですけど、その子は全国の青年問題研究集会というところで山車の取り組
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みをすごく頑張ってるってことで今回１人、八雲から選ばれて東京に発表に行ってるんで

すね。そういうこともあって、八雲町の地域で頑張ろうという青年たちが光ってるなとい

う気はします。 

あと、学び場ってはぴあをお借りしてやってる事業ですけども、今年は東大生とか慶応

大の学生も来てくれて、中学生高校生にいろんなお話を本当に勉強ばっかりじゃないんだ

っていうところで、生き方の根底からお話してくれました。 

しかし、お金を厭わないって言いましたけど、それは今回の予算で思いっきりカットさ

れました。町長、赤井議員の言うとおり、赤井議員と同じですって言うんだけど全然違う

んですね。言うとおりですっていうんであれば言うとおりやってほしいし、本当にその教

育を大事だと思うんだったら見に行って、これはお金を出すべきかこれは全然駄目だとか、

判断してほしいと思うんですよ。ただ担当課から言われて数字だけ見てこれは駄目だとか

ね。そういう判断じゃなくて子供たちがどういう気持ちで参加して、その成果がどういう

ふうに表れてるのかって、教育は産業と違って、海に放したからすぐ売れますってそうい

うもんじゃなくて、本当に時間のかかるものだから、そういうことをちゃんと考えて数字

だけで予算をカットするんではなく、中身をしっかり吟味して八雲町にいる時間がないけ

れども、やっぱりそういう良い取り組みがあったら、子供たちのためにぜひお金を使って

ほしいし、サーモンや牛にかけるお金と同じぐらい人にもかけて欲しいなって。ウイスキ

ーにかけるぐらいのお金があったら、ぜひ人間にかけてほしいと思いますので、そこは数

字だけじゃなくって儲けだけじゃなくて、将来子供たちがどういうふうになるかというと

ころまでも考えてお金を使ってほしいと思います。最後、いかがでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） お金の問題でカットしたとは私も記憶にないんで、八雲町はどこ

だかのトランプさんみたいでないんで、独裁者でないので、私のやりたいことをいろんな

財政だといろんな問題で切られるってこともあるんで、それは注意深く教育についてはこ

れから見て、カットしないように私も要請していますし、ただ全体的にいくらか調整する

ときに、私はあんまり記憶のないとこで言ってるってことで、そんなこと言ったって私の

責任でありますので次から、しっかりとそのように考えていきたいと思ってますので、よ

ろしくお願いします。 

○１番（赤井睦美君） 町長の使用予算はいつも産業が中心ですから、今度は教育中心で

考えてほしいと思います。よろしくお願いします。以上で終わります。 

○議長（千葉 隆君） 以上で、赤井睦美議員の質問は終わりました。 

次に、佐藤智子議員の質問を許します。 

佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 大きく４点質問させていただきます。 

一つ目です。小学校中学校もトイレに生理用品を。2023年２月 28日付の道新の記事によ

りますと、道教委の当時の教育長は、２月 27 日の道議会の一般質問に対し、新年度 2024
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年度から道立学校全 256校の女子トイレに生理用品を配置することを明らかにしました。 

倉本教育長は、生理用品の配置は子供たちが心身の健康を維持し、安心して学校生活を

送るための環境整備の一環として必要と自民党道民会議の大越温子議員へ答弁をしていま

す。 

子供たちの心身の健康と安心への環境整備は、高校生のみならず小学生、中学生にも必

要なはずであります。 

同記事には、施行の前に試行期間を設け、アンケートを行っていることが記されています。

道教委の施行を参考にしながら、実施に踏み出してはどうでしょうか。お伺いします。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 佐藤議員の一つ目の質問にお答えいたします。 

児童生徒が心身の健康を維持し、安心して学校生活を送ることは大変重要であり、その

中で学校への生理用品の配置も大切な対応の一つであると認識しております。議員もおっ

しゃる通り、全道立学校の女子トイレに生理用品が配置されており、令和４年度の道教委

の調査では、先行配置校において約 38%の生徒が利用したとされております。 

また、内閣府が令和６年 10月１日時点でまとめた生理の貧困に係る地方公共団体の取り

組み一覧において、全小中学校または中学校のみの女子トイレに生理用品が配置されてい

る市町村は道内で約 15%でした。また、先日札幌市が令和７年度から全員小中学校の女子ト

イレに配置すると報道されておりました。 

このような中、八雲町においては、小中学校で保健室に生理用品を配置しており、この

ことによって、教職員が児童生徒の心身の変化や場合によっては経済的な状況まで把握し、

必要な支援を行うことが可能になると、校長会等とも確認し合っております。 

教育委員会といたしましては、これらのことを踏まえ、小中学校については、今まで同

様保健室に配置する方針で進めたい、進めていきたいと考えておりまして、今後も児童生

徒が気兼ねなく、養護教諭に声をかけられる雰囲気作りや、学級担任と養護教諭等の連携

による組織的な環境作りに取り組むことができるよう、校長会や養護教諭会と連携を図り

ながら、どのような政策や対応が必要であるかについて検討を重ねてまいりたいと考えて

おります。 

以上でございます。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 残念なお答えでした。 

でも、今教育長がおっしゃられた通り実施自治体、大きなところでも実施されていると

いうことで、まだ道内では 15%ということですけれども、どんどん進んでいる方向ではある

と思います。 

道南では、日本共産党の同僚町議たちが町議会で質問しまして、瀬棚、上の国等他にも

あると思いますけれども、実施されております。今現在、高校で実施されているというこ
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とで、八雲高校、森高校、長万部高校にそれぞれ保健の先生に問い合わせをしてみました。 

八雲高校では、今までは生理用品に予算がつかなかったということでございます。保健

室備えのときには年に数回の利用なので、１袋では余るほどだったと。しかも自前で購入

して生徒に渡した後、その生徒から返してもらってたっていうことなんですよね。 

生理の貧困っていうことが言われていますけれども、わざわざ返してもらうっていうこ

とが行われていたわけですね。今現在はトイレの個室ではなくて、手洗いのところにプラ

ケースを置いて１ヶ所に 16個ずつ入れて、それが７ヶ所あるってことですから単純に計算

したら 112 個なんですけども、それが大体約１ヶ月の個数だということで、コンスタント

に減っていると。補充に関しては生徒は生徒にはやらせておらず、保健の先生が行ってい

るということです。 

何か問題はトラブルありませんかって聞いたら特にないんですけれども、保健の先生自

身が課題と思っていることは、あって当たり前って思うんじゃないか。自分で何とかしよ

うとそういう気持ちが薄らぐんじゃないかってことは心配しているというお話でした。 

森高に関しては、トイレ６ヶ所にボックスを置いて３個ずつ入れてると月に１つから２

袋ぐらいなくなってると。一括で購入してるから事務でないと個数や金額はわからないん

ですけれども、置くところはトイレの個室も検討したけれども手洗い場にすることになっ

て使われていると。 

長万部高校はさらに進んでまして、進んでましてっていうのもおかしいですけども。今

の保健の先生が来る前から、もうトイレに置かれていたっていうことなんですね。道教委

がやる前からトイレに置かれてたということなんです。３階建てなので手洗い場３ヶ所に

置いてるとサイズは２種類、大きめ多い日用と少ない日用ということで 12個ずつ蓋つきの

プラケースに入れているということでございます。 

やはり貧困家庭の配慮というのがあるそうです。生徒が結構遠慮がちなので、かえって

保健の先生の方から持ってっていいんですよっていう張り紙をしたり、トイレ掃除のとき

に使っていいんだよって声かけをしたりしてると。２、３ヶ月に１回補充をしてるそうで

す。１つの階に 10個入れる場合もあると、生徒からなくなりそうだよって教えてもらうと

きもあるそうです。予算はどうなんですかって聞いたら、社協から寄贈されたものがある

ので、まだ予算は使ってないというお話でした。 

八中と八高にも聞いてみました。教育長がおっしゃるように、中学校の場合は、保健室

に来て相談してもらった方がどういうふうに困っているのか気づくことができると。もし

個室トイレに置いてしまったら、どの子が貧困でどの子が使ってるのかわからないからっ

ていうことで保健室対応していきたいんですよ、私はっていうことでした。 

八雲小学校に関しては、やはり高学年が対象なので、なかなか単純にトイレにただ置く

だけっていうわけにもいかないと。性教育等必要であろうということで、保健室で対応し

たいということでした。しかし生理の貧困と言いながら、保健室で渡した分は後で保護者

が返してくる場合があると。返してこない子ももちろんいるけれども、お借りしたのでお

返ししますっていう感じなんですよね。 



- 42 - 

 

全部の八雲町内の学校には聞けませんでしたけれども、実施されている高校に共通なの

は、今のところは目立ったトラブルはないということです。それで、ぜひ小学校中学校の

保健の先生や学校全体の考え方が実際行われてないんで不安もあると思うので、その辺は

機会を捉えて生理用品をトイレに置くことについて話すそういうときを作ってもらえない

でしょうか。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 結論から申し上げますと、校長会とも養護協議会ともそういう

話は十分にできます。そして意見、質問もいただいておりますので、そういったところか

らも考えを聞いて、答弁も作成させていただいておりますので、これからも話は十分にで

きます。 

ですので、学校予算についても私どもから、これに使わなきゃ駄目、鉛筆１本、消しゴ

ム何個、っていうような予算の配分の仕方ではないので、学校で校長先生がどうしても必

要だということがあれば、学校長の判断で買うことももちろんできます。そこまで私ども

締め付けたりはしません。 

ただ私どもの 11項では今答弁させていただいて、八小、中でもお話のあった、保健室で

渡す方が子供のことを見ることができると。これが高校生だったら、そこまで１人１人そ

ういったことまで見なくても良いのかもしれないですけど、小学校高学年、中学生とかな

ると、発達段階の手前で、そういったところに寄り添うっていうことが大切なのかなとい

うふうに考え、校長たちとも一致しておりまして、あのように答弁させていただいてると

ころでございます。繰り返しになりますけれども、校長や関係のところと協議、意見交換

を十分する機会がございますのでできます。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 考え方は理解できます。まだまだ実施されている学校も少ないと

いうことですけれども、今後、認識の変化でトイレットペーパーがあるように、生理用品

がトイレにあるっていう方向で変わっていくことを願って、八雲町でも実施される日が来

ることを待ちたいと思います。 

では次に移りたいと思います。中学生高校生の居場所を考えて、と題して質問します。

現在、八雲町内には、中学生高校生が放課後、家以外でゆっくり過ごせる場所があまりあ

りません。Wi-Fiが使えるのではぴあのロビーでゲームをしているのは見かけますが、他に

行くところがあるのかよくわかりません。既存の社会教育施設、図書館や体育館等の Wi-Fi

を含めた利用促進する工夫はできないでしょうか。 

また空き店舗を活用するなど、子供支援の一環として、学校と家以外の第３の居場所作

りに取り組むべきではないでしょうか。お伺いいたします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 
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○町長（岩村克詔君） それでは佐藤議員の二つ目の質問には、まず私からお答えいたし

ます。 

少子化の進展や地域の繋がりの給付化などにより、子供同士が遊んだり、学び合ったり

する機会が減少し、子供が地域コミュニティの中で育つことが困難になってきていると言

われております。 

こうした中から、中高生が安心して共に集うことができる居場所作りは、活気あふれる

まち作りを推進する上でも意義のあることと考えますが、中高生が放課後の時間をどのよ

うに過ごしたいのか、誰と過ごしたいのかということは、１人１人異なると思います。 

自分が心地よいと感じる場所で過ごしたい。活動したいという子供の主体性を大切にす

るという面から捉えると、図書館、体育館、公園の他、部活動や塾、習い事なども中高生

にとっては居場所の一つとなっていると考えられます。 

このことから、議員ご提案の空き店舗を居場所として活用することについては、町とい

たしましては、新たな施設整備をするのではなく、まずは現在、中高生が放課後に利用し

ている既存の公共施設の周知と活用を一層図ってまいりたいと考えておりますので、よろ

しくお願いをいたします。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 佐藤議員の質問に私からもお答えいたします。 

八雲町では、中学生や高校生が放課後に家以外で過ごす場所として議員のおっしゃるは

ぴあ八雲の他、図書館や体育館、スポーツホール公演などがあり、それぞれの場所で生徒

が自分の目的に合わせて思い思いに過ごしている姿が見受けられます。 

また町内の公共施設 11ヶ所に Wi-Fiの使用ができるフリースポットを整備しており、これ

にフリースポットを整備している民間施設の情報も合わせて町のホームページで紹介して

おります。 

こうした中、中高生の社会教育施設の利用状況を見てみますと、図書館では、通常の閲

覧室での読書や学習の他、テスト前には、集会室を学習室として開放しており、令和６年

度は 39日間で 194名の利用がありました。 

 また、体育館においては、昨年４月から本年１月までの 10ヶ月間の一般開放時に、5,916

名の利用があり、スポーツを楽しんだり、仲間との交流などに利用されています。 

教育委員会といたしましては、これらの施設を一層活用いただきたいと活用していただ

きたいと考えておりまして、Wi-Fiの整備拡充と、その周知に努めるとともに、社会教育施

設の一層の活用を促すことができるよう検討してまいりたいと考えております。以上です。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 思ったよりも活用されているかなという気はしましたけども、去

年高校生と話す機会があったときに、図書館に行ったことないって。図書館で映画やって

るんだよって言っても知らない、行ったことないっていう子がいたんですね 
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だから、利用を繰り返している人はきっと頻繁に利用したり、そこに行けばっていうの

がわかってるんでしょうけども、中にはそうでないお子さんもいるんだろうと。 

今 Wi-Fiが 11ヶ所整備されてるって言いましたけども、そんなにあるのっていうのが正

直なところでホームページで記されているっていうことですけども、高校生向けに紙媒体

でもそういうマップみたいのを出したりってできないですか。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） できると思いますので検討したいと思います。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） ぜひやっていただきたいと思います。 

図書館もロビーでは Wi-Fiって使えるんですよね。 

○図書館長（佐藤真理子君） 議長、図書館長。 

○議長（千葉 隆君） 図書館長。 

○図書館長（佐藤真理子君） 図書館のロビーでも Wi-Fiは使用できます。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 相生町の子育て支援センターの方にもちょっと足を運んでみたん

ですけれども、あの裏に体育館があって、しばらく私も行ってなかったものですから、使

われてるんだろうかっていうちょっとマイナスな認識で行ったんですけども、朝の９時か

ら 16時半まで一般開放されていて、大人でも子供でも使うことができるというので、感心

してしまいましたけれども。夜も貸館がされていて、少年団の部活動だとかサークルだと

かで使われているっていうことです。子育て支援センターの方にも、たまに中高生が来て、

体育館で遊んで、その通り道にちっちゃい子がいたりして、その子たちと一緒に遊ぶって

いうような話を伺いました。 

そこは、ゲーム、電子機器はやらないでねっていうふうにしてるそうですし、宣伝して、

大勢が小さい子のいる施設に行くっていうのもあり得ないことだとは思うんですけれども、

高校生も行っていいんだよっていうのをどのぐらい認識されてるかっていうのは把握され

てますか。 

○社会教育課長（佐藤真理子君） 議長、社会教育課長。 

○議長（千葉 隆君） 社会教育課長。 

○社会教育課長（佐藤真理子君） このスポーツホールがどの程度、中高生が利用できる

かという認識がされているかという点ではちょっとお答えできないのですが、令和６年度

の利用の実績ということで、令和６年の４月から本年１月までの間、中高生の利用は 134

人いたということでございます。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 
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○２番（佐藤智子君） お答えありがとうございます。 

利用してる子は利用してるっていうことであるんだと思いますけども、空き店舗の活用

は考えてないということですが、更なるそういう公共施設への利用促進に対しては、その

どのように周知しようとお考えですか。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） Wi-Fiの設置も確認したいということで、先ほどお答えいたしま

して、これは町長と去年の八雲高校生の意見交換で希望もございまして、できることはや

りたいなということで、６年度は着手できませんでしたけども、７年度に何とかというこ

とでございます。 

具体的には、体育館の方に Wi-Fi を整備したいと思っています。それも含めて、周知の

方をしっかり考えて、中高生にしたいと思います。ただ学校からは、Wi-Fiの環境を整えた

ところを広めるっていうことがどのように学校受け止めるかっていうのはありますので、

私どもとしてもそこのところをよく考えて、何となく子供たちが集まって、いろいろと楽

しく語り合うような場というのはやっぱり必要なんでしょうから、そういったことのため

に周知の方法をしっかり考えていきたいなというふうに思います。以上でございます。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 町長、教育長、力を合わせて中高生のために楽しい場ができるよ

うに努力していただければと思います。 

では３番目の、防災用タブレットの配布は断ち切れたのかという質問に移らせていただ

きます。 

私は昨年の３月の第１回定例会で、災害に備えるにはと題して、一般質問を行いました。

その中で、災害時に備える戸別受信機やスマホ採用が進まない状態の中、防災ラジオを考

えてほしいと質問しました。 

町長はラジオよりも、目でも確認できるタブレットを考えている。８千世帯ほどに全戸

配布した場合の見積もりを出している。なるべく早めに議会とも相談したい、と答えまし

た。三澤議員も同じ定例会で、災害への備えに対し質問し ＬＩＮＥの活用はできないかと

質問しました。結果的にはこちらに道がついたのかなと思い、それはそれで良かったなと

いうふうに思うわけですが、そのときも町長は全戸にタブレットを配ると答えていました。 

残念ながら、総務経済常任委員会の方には、一度もタブレットについての資料が出され

ていません。その件は断ち切れになったのでしょうか。それをお伺いしたい。 

それと、今年度から危機対策課が設けられ、先般スマホに様々な災害情報を得られる機

会、機能を搭載できる政策内容が総務経済常任委員会に報告されました。しかし、スマー

トフォンを持たない人使いこなせない人も実際いらっしゃいます。どう対処していくおつ

もりなのかお伺いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 
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○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員の三つ目の質問にお答えいたします。 

当初、防災機能の他、様々な用途に対応できる防災用タブレットの配布を検討しており

ましたが、災害発生時、持ち運びに不便になることや大量のタブレット端末の管理運用に

課題があること、なんといっても導入に多額のコストがかかることがわかりましたので、

私はタブレットということでありましたけども、コスト面の課題が多いことから、多くの

町民にとって、日常で使い慣れたスマートフォンのＬＩＮＥのプラットフォームを活用し、

八雲町公式ＬＩＮＥの防災機能を評価したデジタル防災サービスＬＩＮＥ型導入事業を令

和７年度予算として計上したところでございます。 

総務省の調査によると、スマートフォンの保有率が９割を超えてきており、小中学生か

ら高齢者まで１人１台持つ時代になってきていることから、ＬＩＮＥの活用により多くの

町民に迅速に正確な情報を届けることができるものと考えております。  

一方で、スマートフォンをしようとしないと考える方や、使い方がよくわからないとい

う方もいるかと思いますので、通信事業者によるスマホ教室や出前説明会等でスマートフ

ォンの操作に慣れ親しんでいただく取り組みを併せて進めてまいりたいと考えています。 

災害発生時には、防災行政無線やテレビ、ラジオ、携帯電話、インターネット、SNSなど

様々な手段で防災情報が発信されます。自ら積極的に情報を収集し、その時々の情報に応

じて、自分自身で判断し、避難するという自助の意識を高めるとともに、日頃から災害へ

の備えについて、ご家族同士やご近所の方々との確認をしていただきたいと考えておりま

すので、よろしくお願いをいたします。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） ちなみに多額の費用っていうのを、タブレットはいくらかかるっ

ていう試算だったんですか。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（田中智貴君） タブレット購入にかかる資産としまして、購入ですと、

初期導入費用がおよそ８億円。レンタルというふうな形になりますと、毎年２億 8,000 万

円ほどが使い続ける限り、ずっとかかるというふうな試算になっております。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） なるほどですね。 

先ほど、出前説明会も要請があれば応じるっていうことでしたけど、スマホの使い方っ

ていう全般的なものじゃなくて、防災用のスマホの使い方っていう形で出前説明会をやっ

ていただけるんですか。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 
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○危機対策課長（田中智貴君） 今回のＬＩＮＥのスマホの導入にあたりまして、業者さ

んの協力を得ながら、実際にラインの操作を行うことにより、ラインの機能の中に、持ち

物チェックリストだったり、避難所への避難経路の総策定、そういうふうな部分も含まれ

ておりますので、出前説明会でスマホの操作を学びながら、なおかつ防災についても学べ

るという形になるかと思いますので、そういった機会をできるだけ多く設けていきたいと

思っておりますのでよろしくお願いします。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） それでも 100%じゃないっていうふうには思うわけですね。 

町長は全戸に配布って言ってたわけですから、昔の携帯の人やらスマホ自体を持ってい

ないという人今少ないとは思うんですけれども、各町内会ごとには多少いらっしゃると思

うんですよね。 

そういう人たちに対して災害用のスマホを貸与するとか、そういう方策っていうのは取

れるものでしょうか。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（田中智貴君） 先ほど答弁でもありましたけど、スマホの普及率につき

ましては、おおよそ全国で９割ぐらいまで達しているというふうな状況でございますが、

実際のところ、その背景にはスマホ各社の高齢者向けのスマホデビューのシニア割とか、

そういった部分で比較的本体購入価格も安くなってるっていうふうな背景もありまして、

どんどんこういうふうな形で高齢者の方々がスマホの導入に踏み切っているというふうな

事情もございます。 

そういった部分で、年々その普及率が増加しているというふうな中でありますけれども、

一方使い方がわからないとかよくわからないっていう方々に対して、先ほど申し上げまし

た通りスマホ教室だとか出前説明会でまずは触っていただくっていうふうな中で、欲しい

とか貸してほしい、そういうふうな部分のご意見、お声とかいろいろ聞きながら、今後検

討していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） そういう中で、貸してほしいという声があったら貸せるっていう

ことなんですか。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（田中智貴君） 今現在構想段階なので貸せる、貸せないというふうな部

分は、まだ明確にお答えすることはできませんが、今後の検討としたいと思いますのでよ

ろしくお願いします。 

全していきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 
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○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 全国では９割かもしれませんけれども、八雲町内ではもうちょっ

と割合が落ちるのではないかなと思います。 

総務経済常任委員会のときにも６割７割じゃなかったですかね、そのスマホで災害対応

できるのが。後の３割ぐらいがそういう対応から漏れてしまってはならないと思いますの

で、その辺はどのようにお考えですか。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（田中智貴君） スマホの普及率、八雲町でいくらかっていうのは、実際

のところまだ調査してないんですが、先般熊石地域で防災講話があって、参加人数おおよ

そ 50人から 60人ぐらいだったんですけども、その際聞き取り調査いたしました。 

そして、おおよそ８割以上の方々がスマホを所持している。実際に熊石地域では、高齢化

率が 60%を超えてきてるっていう中の参加者の方々は、８割以上実際に持っているというふ

うな現状がありますし、今後スマホの所有率はどんどん増えていくだろうというふうな部

分です 

今回のスマホにつきましては、あくまで情報伝達の多重化というふうな部分もあります。

スマホがありきではなく、かといって防災無線も絶対ではないという中で、テレビはラジ

オ、その他含めた様々な情報媒体から防災情報が提供されますので、それらを自ら情報収

集して自ら判断して逃げるというふうな防災意識も必要かと思いますので、その辺も十分

住民説明会や出前説明会、あとは広報周知していきたいと思いますので、よろしくお願い

します。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 熊石でそういう防災講話というかやられたのは大変良かったなと

思います。熊石は、戸別受信機が付いてるっていうことで、また八雲地域とはちょっと趣

が違うんですよね。 

だから八雲地域の方は戸別受信機はついてませんので、山奥に住んでる方もいますから、

その辺も鑑みて十分災害情報が行き渡るような心配りをしていただきたいと思います。 

そういう決意というか、覚悟というかその辺どのようにお考えですか。 

○危機対策課長（田中智貴君） 議長、危機対策課長。 

○議長（千葉 隆君） 危機対策課長。 

○危機対策課長（田中智貴君） そういった部分で、できるだけ町から正確かつ速やかに、

情報提供ができるように情報伝達手段について、今後拡大や管理利便性の向上等をいろい

ろ研究検討していきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 
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○２番（佐藤智子君） 次の質問に移ります。 

自衛隊への名簿提供についてです。他の自治体では 18歳、22歳を対象としている事例が

多いのですが、八雲町はそれに加えて、15歳も対象にしています。 

当事者やその親に承諾を得ることもなく、名簿を入手し、ダイレクトメールを送るなど、

勧誘を重ねています。プライバシーの保護にも関わり、憲法上も問題があると考えます。

少なくとも未成年である 15歳の名簿提供はやめるべきではないでしょうか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 佐藤議員の四つ目のご質問にお答えいたします。 

自衛官の募集事務に際して支障となる情報に関する資料の提出は、自衛隊法第 97条第１

項および自衛隊法施行令第 120条に基づき実施することができ、八雲町においても 22歳に

なる方と、18歳になる方、また 15歳になる方につきましては、氏名、性別、生年月日、住

所の情報提供を行っているところであります。 

個人情報の保護に関する法律第 69条第１項では、法令に基づく場合を除き、個人情報の

提供を制限していますが、自衛官募集事務においては、先ほど申し上げました法令に基づ

く適正な情報を提供であることからも実施しているところであり、令和３年２月５日に出

されました防衛省総務省連名の文書において、実施可能であること住民基本台帳法上、特

段の問題を生ずるものではないことが注視されているところであります。 

一方で八雲町では、自衛官募集事務へ情報提供を望まない方に対し、令和５年 11月以降、

除外申請制度を設けており、その旨、毎年広報、ホームページで周知し、対象となる方の

除外意思も尊重しております。 

ご質問の内容は 15歳以上自衛官募集の情報提供の対象から除くべきとのことですが、募

集事務に関し、15 歳を対象とし、情報提供を求めることが目的に照らし合わせ、逸脱した

ものではないことや、法令に基づき情報提供を行っている事務が、この自衛官募集事務だ

けではなく、他の事務でもあり、それらとの不均衡が生じてしまうことから、今後におい

ても請求があった場合には、15 歳を除外することに関わらず、自衛官の募集に関し、必要

となる情報の提供については、対応してまいりたいと考えておりますので、ご理解をお願

いをいたします。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） その名簿を要請してるっていうのは、自衛隊から直接なんですか。

それとも、自衛隊協力会の方から要請されてるんですか。 

○住民生活課長（相木英典君） 議長、住民生活課長。 

○議長（千葉 隆君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（相木英典君） 文章において、函館募集事務所から要求があって提供し

ているところであります。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 
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○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 自衛隊からということですね。 

実施することができるということですから、実施しないっていうこともできるはずなん

ですよね。これは自治体の方で決めることができると思うんですけれども、いかがですか。 

○住民生活課長（相木英典君） 議長、住民生活課長。 

○議長（千葉 隆君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（相木英典君） 今おっしゃいました通り、法律的にはすることができる

ということになってますので、自治体の判断にで、しないこともできるとは思いますけれ

ども、八雲町といたしましては、法令に基づき、また他の市町村でもやっているという部

分もあることから、実施をしているところであります。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 名簿提供の方法ですけれども、住民基本台帳から閲覧をして、書

き写す方法と、紙での名簿を渡してるのと２種類あると聞いてますけれども、その辺、何

歳と何歳は閲覧で書き写しをしていて、どの年齢で紙媒体で渡してるとか、その辺はどう

なんですか。 

○住民生活課長（相木英典君） 議長、住民生活課長。 

○議長（千葉 隆君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（相木英典君） 八雲町では、22歳になる方と 18歳になる方につきまして

は、紙で提供しております。 

15歳になる方につきましては、閲覧という形で提供しているところであります。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） その違いは何なんですか。どうして、そう区別してるんですか。 

○住民生活課長（相木英典君） 議長、住民生活課長。 

○議長（千葉 隆君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（相木英典君） この違いは、自衛隊の事務所からの要請によって、その

ようにしております。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 15歳の名簿を提供しているっていうのは珍しい方だと思うんです。

どのぐらいの自治体が 15歳も名簿提供してるのかっていうのは私も把握してないんですけ

れども、大概は成人を対象にしてるはずなんですよね。 

だから、15 歳の名簿を渡すということに関しては、何も罪悪感というか違和感というも

のは感じてないんですか。 

○住民生活課長（相木英典君） 議長、住民生活課長。 

○議長（千葉 隆君） 住民生活課長。 
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○住民生活課長（相木英典君） この一般質問がありまして、管内のいくつかの市町村に

確認をしましたところ、４市町村に確認しましたけれども、いずれも 15歳の閲覧をしてい

るというところでございました。 

４市町村でありますので、他の市町村については確認しておりませんけれども、ただ、

今罪悪感という部分もありましたけれども、募集事務に当たっては、答弁の中でも申し上

げましたけれども、目的に照らし合わせて逸脱したものではないということで判断をして

おりますので、15歳についても名簿の閲覧をさせてもらっているということでございます。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 除外申請を設けていただいたのは良かったと思うんですけれども、

それに関しては申請をされた方っていうのはこれまでありましたか。 

○住民生活課長（相木英典君） 議長、住民生活課長。 

○議長（千葉 隆君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（相木英典君） 令和５年の９月に佐藤議員から同じような質問をいただ

きまして、その年の 11月から当該制度というものを始めております。 

広報、そしてホームページ等で除外制度について周知をしておりますけれども、現在ま

で申請をした方はいらっしゃいません。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） なかなか実施期間も短いですし、そういう方法もわかってないっ

ていう人も多いのかと思います。 

本当であれば、18歳、22歳、15歳、全て名簿提供をしない方がするべきではないという

ふうに私は思ってます。それはなぜかというと、憲法 13条 19条の憲法 13条はプライバシ

ーの侵害にあたる個人の尊重に関わる問題ですし、憲法 19条は良心、思想信条の自由を侵

すということで憲法違反ではないかということであります。 

昨年の３月に奈良の 18歳が、憲法違反だということで国内訴訟を起こしております。そ

の裁判についてはどのような感想をお持ちですか。町長どうですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 私今の質問には、答えられないと思います。 

裁判についてどう思うかっていうと、感想はありませんのでよろしくお願いいたします。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 今 18歳で裁判を起こされたのは、名簿提供に関して裁判を起こし

たのは初めてだったということですけれども、本人に承諾を得ないで名簿を提供するとい

うこと自体に問題があるのではないでしょうか。 

法律では実施が可能だということですけれども、個人のプライバシーの侵害にも当たる
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わけですし、勝手に生年月日や住所氏名を知らせるっていうこと自体が問題があると思っ

てますので、ましてや 15歳は未成年です。 

15歳は対象から外すべきだと思います。町長いかがですか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 名簿提供につきましては、法令に基づいて行っていますし、八雲

町は自衛隊の基地を持つ町として、自衛隊と連携しながらのまち作りを進めてますので、

法律に違反してなければ、提供していくということには、今までもこれからも変わらずや

っていきたいと思ってますのでご理解をいただきたいと思います。 

○２番（佐藤智子君） 議長、佐藤。 

○議長（千葉 隆君） 佐藤議員。 

○２番（佐藤智子君） 非常に情勢が戦争に向かうような恐ろしい方向にも舵を切ろうと

しています。 

自衛隊入隊への名簿提供っていうのは、もしかしたら戦場に子供たちを送ることに繋が

るかもしれません。名簿提供には反対ということを改めて訴えまして、質問を終わります。 

○議長（千葉 隆君） 以上で佐藤智子議員の質問は終わりました。 

暫時休憩いたします。14時 30分再開いたします。 

 

休憩 

再開 

 

○議長（千葉 隆君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

引き続き一般質問を行います。 

次に、三澤議員の質問を許します。三澤議員よろしくお願いします。 

 ○８番（三澤公雄君） よろしくお願いします。 

 １問目、給食の充実について。今回は見送られましたが国会では、給食の国費負担が視

野に入ってきているような議論が展開されておりました。 

八雲町は既に無償化に取り組んでいますが、もし国費で負担されるようになったのなら、

今無償化に回している予算はどうなるのでしょうか。 

私は引き続き、給食の魅力アップに使われることを望んでいます。例えば地場産品の更

なる充実や場合によっては高校への給食提供など、いろんな政策が考えられると私は思っ

てますが、町長の現状でのお考えを伺います。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） それでは、三澤議員の一つ目のご質問に、まずは私からお答えい

たします。 

現在国会では、学校給食の無償化を巡る与野党の議論が行われており、八雲町としても、



- 53 - 

 

その議論の経過を見守っているところです。 

八雲町では、平成 30年度から子育て支援の一環として学校給食費の無償化を実施してき

ており、令和６年度の予算ベースでは、給食材料費は約６千万円で、そのうち町が負担す

る軽減分は 4,500万円であります。 

しかし、国の給食費無償化における財源措置方法が現段階では不透明であり、仮に普通

交付税に措置されるとなれば、無償化による増加分は把握できず、また令和７年度以降も

人口減少とともに、中央交付税が縮小傾向にあることから八雲町においては、限られた財

源の中で、各種事業を進めていかなければならないと考えております。 

議員ご提案の八雲高校への給食提供などの魅力アップについては、こうした条項を踏まえ

ながら、検討してまいりますので、よろしくお願いいたします。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 三澤議員の一つ目の質問に、私からもお答えいたします。 

八雲町の学校給食における地場産物の活用は、生産者や納入事業者の皆さんのご協力に

より、野菜などを中心に普段から活用を進めているとともに、噴火湾産のホタテ北里八雲

牛、二海サーモンなどの八雲特産である食材を中心とした特別メニューで給食を提供する

日を年間４回から５回設けるなど、積極的な活用に努めているところでございます。 

こうした地場産物を特別メニューとして提供する日には、食育の観点から、生産者の皆

さんに直接学校でお話をしていただく機会を設けており、児童生徒の関心を高めるととも

に、生産者の皆さんにも直に児童生徒の笑顔に接していただける機会となっております。 

これに加え、イラストでわかりやすく食材を紹介したランチョンシートを作成し、楽し

く食材の理解を深める機会としており、児童生徒を初め、生産者の皆さんからも評価を得

ているところでございます。 

教育委員会といたしましては、これまで以上に積極的な予算を確保いただいた際には、

学校給食における地場産物の活用と食育の一層の充実を図るとともに、学校給食センター

職員一丸となって、より美味しく、魅力ある学校給食の提供に努めてまいります。以上で

ございます。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） 町長がおっしゃるように、国費が入って出し方が見えなくなって

くるんで、僕が問題提起したように、これまでの無償化の予算を他に回すっていうか給食

費の方に充実させるっていうのは難しいような答弁、当然だなと。国のやり方から言って

そうだなと思います。 

一方で、教育長が述べてもらったように、今、限られた予算で精一杯の地場産品の活用

で食育教育力入れていることを改めて述べてもらいました。現場では、要するに地元食材

の活用とか工夫してるんですよね。なので今回、給食費が国費無償化になったらという問

題提起ですけども、給食というものにいわゆる学校教育予算だけじゃない効果をぜひ見つ
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けてもらって、赤井議員が促してもらいました、教育にお金を厭わないというところは、

単純に学校教育を含めて、目に見える教育に予算を使うんじゃなくて、ちょっと広い視野

で予算が使えるんですよっていうことをご披露できればと思って、これから取りかかりま

す。 

例えば、今も農家と繋がりながら供給できる量を確保してますけども、実際ジャガイモ

が年間何キロ必要だとか、そういった食材ごとに学校給食で年間これくらい使ってるよと

いう情報を農業、または漁業なんかと共有していく。 

そのことによって、それに向かって生産することが可能な農業者または漁業者も育成し

ていく、または農協が入って、その生産を確保するためにはどうするか。 

要するに売り先が決まってるわけですよ。だとしたら、作るものももっと特色あって、

あえてコストはかかるけども、魅力アップということで有機農業産品だとか、そういうこ

とに取り組んで、生産者も単に農協に卸すんだったらなかなか値段は付かないし、売り先

を確保難しいけども地元で消費できる。 

そして子供を通じて、場合によっては町民の中にもそういった食材に魅力を感じてもら

える。そういった町長が今進めている地場産業の振興。そして新規就農者の呼び込みって

いう角度から学校給食も見ていくと、僕は予算の貼り付け方っていうのに自ずと変化が現

れてくるんじゃないかなと思うんですよね。 

国が動くのは早ければ来年動くかもしれませんけども、給食を有効に地場産業の振興と

かに繋げるっていう考えでやってもらえないかなと思うんですけど、今説明したところで

はどんなニュアンスで受け取りましたか。お聞きしたいんですが、町長。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員おっしゃってる通りだと思ってます。 

地場のものを食べるということですよね。子供も学校行きながら、ホタテだとかいろんな

ものを食べた記憶っていうのは、勉強した記憶よりも失礼ですけれども、食べた記憶って

のは残ると思ってます。 

八雲町には、今書いている他に日本ハムの豚肉ってのも今ふるさと納税もやってますけ

ども、先般も東京に行ったら、この豚肉良かったっていう方は数名いましたので、我々日

本ハムの豚肉だとかそういうものを給食に使っていくというのは必要だろうと思ってます。 

我々は町の予算の中で給食やってきてますので、地場産品をどんどん増やしていくって

いうことは必要だっていうのは考えられますし、赤井議員さんの質問に、教育には金を糸

目つけないでというのがありましたので、そういう気持ちで頑張っていきたいと思ってま

すので、よろしくお願いします。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） 一方で、そういった政策提案を教育委員会の方ですると、農家さ

んに聞き取りをするだとか、どうしても分野違いっていうことがあるんで、担い役とされ
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た職員なんかも困惑すると思うんですけども、そこは農林課なんかの新規就農担当者なん

かとも上手にコンタクト取るとか、そういった政策によって連携を図っていくということ

等、教育委員会はこれまで何か取り組んだものがあったら教えてください。 

僕はイメージ的に難しいことだからチャレンジしてほしいと思っているんですけど、過

去にそういった他の課と連携して取り組んだ政策があったら教えてもらいたいです。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） これまでの学校給食の取り組みを申しますと、献立がどうして

も１ヶ月１ヶ月アレルギー対応しておりますので、献立を作った後にこんなアレルゲンが

あるということで、そういったご家庭に詳細の献立表をお配りして、学校給食に戻しても

らう。そういうのは、１ヶ月分の献立表を作ってというサイクルなもんですから、年間こ

のぐらい使うであろうというようなことで、生産者さんといろいろなやり取りをしたり、

なかなかこれまでもできてなかったようです。 

議員おっしゃるように、生産者の方々のモチベーションとか、そういったものにも繋が

るんであれば、学校給食としても非常にありがたいことですので、まずお話してみないと

苦労だとか、そんなことができたのかとか、そういうところには協力できるよと、いうよ

うなことも会ってみてコミュニケーション取らないとなかなかわからないですので、ぜひ

機会を持ってみるってのは非常に有効なことかなというふうに思っております。 

今非常に頑張って、食育授業も年間 40時間を超えるぐらいやってるということでござい

まして、なかなか忙しい給食センターではございますけれども、新しい情報をいただいて、

何かまた進めることがないか、子供たちのために、または地元の事業者さんたちのために

なればと思いますので、我々も給食センターで一生懸命検討してみたいなというふうに感

じたところでございます。以上でございます。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） お付き合いがない中での農業者の意向調査なんかは難しいのかな

と思って、何か成功例があったら他の仕事でも聞きたかったんですけども、今教育長おっ

しゃったように、もっとやりたいんだっていう意思表示を僕今聞けたと思います。 

であるなら、そういった農業部分での潜在力なんかを教育委員会に伝えるだとか、そう

いう●●私がになって、おせっかいながらデータを持っていってこういう公の場で提供す

るんではなくて、あのときの答弁でこういったことを調べてきたよっていう形で、給食セ

ンターなんかに届けていくことは、できれば教育長の今の思いが形になり、町長の先ほど

の答弁だと予算には厭わないみたいなんで、もっともっと頑張ろうと思います。 

もう一点、給食センターでは、僕は３年ほど前に自分で調査させてもらって、残食、要

するに給食が美味しい美味しくないって、個人差があるんですけども、残食量からどれく

らい魅力的な給食なんだろうということを調べさせてもらいました。 

給食センターから３年間の数字をもらったんですけども、そのときに保存された残食量
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のデータがクラス単位でなかったり、例えば温食も悲しいことに飲まないパック牛乳なん

かも開けて、一色単にしちゃうっていうことなんで、できるならメニューごとに好き嫌い

も含めて、残食の量で推し量るかなと思ったんですけど、データの取り方がせっかくデー

タを取ってるのに後から検証に使えない。 

美味しい給食を作ってんだよって胸を張るためにも僕はデータを残してほしいと思った

んですけども、今回机上配布になってました給食のことでちょっと読みづらい数字ですけ

ども、グラム数なんか書いてるんですけどもね。そのデータの部分は改善されたと思って

いいんでしょうか。 

要するに３年前に調べてから僕行ってないんですけどもね、出来うるなら美味しい給食

を提供してるけども、こういう残食でしたっていう後で検証できる数字を残す方が仕事と

してもいい仕事なのかなと思うんですけども、どうでしょうか。 

○給食センター次長（佐藤真理子君） 議長、給食センター次長。 

○議長（千葉 隆君） 給食センター長。 

○給食センター次長（佐藤真理子君） ３年ほど前にいらしていただいたときから、日報

の付け方、残食量の付け方を改善させていただきまして各学年ごと学校、クラスごと、食

缶ごと、バットごとに残食量が出るようには変えてございます。それぞれのメニューによ

って残食量が出るようにもなってございます。 

ここのところの令和５年度、残食量としては、平均的には１回の残食量は 26ｋｇです。

１人頭としたら 27ｇ令和５年度には残ってございます。令和６年、今年度の残食量につい

ては、１回当たりの平均は 21ｋｇとなっています２月末現在で、１人当たりとしては 21ｇ

と減ってはございます。 

昆布ですとか、イワシですとか使用したような和食の日にはどうしても残食が残るよう

なデータは出ております。またリクエストメニューの日にはやっぱり子供たちが好きなも

のばかりが出るようなメニューですので、一般家庭的な残食量しかなかったような日々も

ございます。 

今後もこういうようなデータは生かして取り入れていきたいと思いますので、献立の服

工夫ですとか、栄養教諭とともに協力しながらやっていきたいと思っております。よろし

くお願いします。 

 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤議員。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） ありがとうございます。そのように改善されてるなら改めて調査

に伺って立派な数字をみんなに風潮してもらって、美味しい給食ができてますよというよ

うな科学的データに基づいた裏づけを持ってね、しっかりＰＲする機会を作りたいんであ

りがとうございます。 

給食ですけどもう一つ。今、いわしとかおっしゃいましたけど、総合病院で、これも本

当に我田引水で自分たちのことなんですけども ね。牛乳を使った乳の和食、乳和食ってい
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うものを提供して、いわゆる高齢者のカルシウム不足なんかをそれで補えるよっていう、

これはテレビでも有名なあの女性料理家が開発して、材料提供を生産部会が総合病院でや

ったんですよね。また無償で牛乳提供できるかどうかわかりませんけども、ぜひ今度学校

給食の方でも、お魚を煮るときに話だけ聞けば、多分大方のこの議場でも、えーって言わ

れるんですけど、牛乳を入れて煮るっていうね、乳和食全然牛乳臭くないし、総合病院の

データでは、逆に残食が減って好評だったって検証されてます。 

ぜひどこかで、乳和食もチャレンジしてもらいたいと思います。乳繋がりでもう１個、

今牛乳の世界では、Ａ２ミルクっていう牛乳が苦手な人ってのは体がお腹がゴロゴロする

って言うんですよ。母乳の成分は遺伝子的にアルファカゼインが A2なんですね。それと全

く同じベーターカゼインがＡ２の牛乳を産出するっていう牛を遺伝子ベースで検査して特

定できる技術が今普及してるんです。そして酪農の生産者も、そういった牛乳が生産でき

るっていうふうに若い人たちが取り組んでるんですよね。 

ちょっと先の話になりますけど、町長、牛乳工場なんてのは時々お話に出ますけども、

ぜひそこの視野には、このＡ２ミルク。お腹にゴロゴロしない、抵抗の少ない牛乳がライ

ンで作られて、なおかつ学校給食にもできるということを視野に入れてもらえれば生産者

も励みになると思いますんで、視野に入れてもらいたいと思います。ここまででまた感想

をいただきたいと思います。 

町長、そういった地場産品、いろいろ学校給食を学校の予算だけじゃなくて、広げてい

くと使えますよということをいくつか例を挙げましたし、実際学校給食の方では現場も残

食を細かくデータを取って、努力しているということが今聞けたと思うんですよね。 

ここで町長に、更なる学校給食に対しての理解の言葉を引き出すのが僕の役目かなと思

いましたんで、思ったまま答弁をお願いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 先ほどから給食センターの次長の話聞いても、残食をきちっと調

べるってだいぶ改善しているような感じを受けました。 

残食が残るっていうことは、食べる人もそうだけど、処理にもまたお金がかかりますの

で残食は少ない方がいいし、美味しいものを作って子供たちが受け入れやすいものを給食

として提供していく。 

さらに、地元の食材を今後提供していくってのが一番いいことだと思ってますので、地

元の食材が少しお金がかかるんじゃないかということでありますので、その辺については、

今すぐ出すとまたいろんな問題ありますので、財務とも相談しながら未来の子供たちには、

地元のものを残さないように食べていけるように、町としても財政面で支援していきたい

と思ってますので、よろしくお願いいたします。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） ありがとうございます。良い答弁をもらったと思うんで、さっさ



- 58 - 

 

と二つ目に移りたいと思います。 

人材確保について二つの視点から伺います。 

一つ目は担い手不足働き手不足の観点から伺います。２月 20日の北海道新聞に、森町の

取り組みが載っていました。 

フィリピンのアクラン州と人材交流機能者の受け入れ支援という記事です。町内の担い

手不足解消の一つの方策らしいのですが、八雲町は新産業の創出に取り組んでますが、そ

こを含めて働き手の確保というものに関しては町独自の政策はちょっと見えてないので、

どのように考えているのかお聞きいたします。 

二つ目は、町内の人材作りです。小学校中学校、そして高校も含めて、八雲町内の仕事

を知るという機会が私はまだまだ少ないように映っています。 

現在のインターンシップ制度では、八雲の全産業の職種に触れる機会を得ないまま、知

らないまま外に出ていってしまっているので、八雲の良さを知ることによって八雲に帰る、

要するに戻ってくるという発想にもなかなか繋がらないのではないでしょうか。 

この点に関してはどのようにお考えでしょうか。よろしくお願いします。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 三澤議員の二つ目のご質問にお答えいたします。 

まず一点目のご質問ですが、少子高齢化による労働力人口の減少が深刻な社会問題とな

っており、地域経済を持続可能なものとするためには、人材確保は重要な課題であります。 

これまで各産業において様々な施策を展開しており、各産業の特性や現状の把握に努め、

どのような施策が効果的であるかを模索しながら取り組んでおりますので、それぞれの状

況について申し上げます。 

農業分野での人材確保の取り組みとしては、町と新函館農業協同組合を農業改良普及セ

ンターなどで組織する八雲町農業担い手育成センターにおいて、新規就農希望者への育成

支援の他、北海道などが主催する新規就農フェアへの参加や町内の農業者を対象に、担い

手確保に関するアンケート調査を実施するなどして、農業人材確保に向けた取り組みを行

っております。 

酪農分野では、青年舎大関牧場において令和３年度の稼働から研修生を受けて入れてお

り、令和５年４月には、研修生として従事していた時おこし協力隊１名が、成年者に雇用

就農しております。 

今後も八雲町農業担い手育成センターや青年舎大関牧場を中心とした取り組みを進めな

がら地域の農業者とも連携して、新規就農農地、新規就農希望者や、農業研修生に対する

支援を行い、農業人材の確保育成に努めてまいります。 

水産業における人材確保については、とりわけホタテ貝の養殖漁業において、ミミズリ

作業業など人手が多く必要な時期の対策として、ミミズリ機の導入など機械化を進めなが

ら、労働力不足に対応している他、就業条件の改善など工夫を凝らしながら、人材確保に

努めているところであります。 
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また１年を通して必要な従業員などについては、ハローワークに求人をしていても、就

職に至るケースは少なく、外国人技能実習制度を活用している状況にあります。 

商工業における人材確保については、担い手確保と、労働力減少の抑制を図るため、令

和４年度から言う UIターン就職奨励金事業を実施しており、本年度で３年目を迎えており

ますが、これまで 110名の方が認定しております。 

人材確保に向けた施策として効果を感じておりますが、奨励金交付後、早期退職される

という課題もあることから、本事業の継続を基本に、制度を見直しを行うこととしており

ます。  

また、労働力不足がきている中で、省力化など経営の改善に資する設備の導入を図る中

小企業等に対しては、中小企業等設備導入支援事業により事業者支援を行っております。 

今後においても、商工会など関係機関と連携を図りながら、人材確保施策の推進を努め

てまいります。 

以上申し上げましたが、新たな取り組みとして進めている事業も含めた中で、各産業に

おける人材確保に対する支援を推進してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

次に２点目のご質問ですが、町内の仕事を知る機会については、私からお答えいたしま

す。町内にはどのような基準があり、その企業がどのような役割を担っているのか。これ

まで企業がＰＲできる機会がなく、人材確保するにあたってはハローワークの求人などで

対応されているものと考えております。 

このような現状にあることから、八雲商工会では人材確保について繋げるため、昨年６

月株式会社木連と共催で、八雲の仕事を知ろう、合同企業説明会を八雲高校とはぴあ八雲

を会場に開催しております。 

八雲高校では、全学年を対象し、町内の民間企業や官公庁など 22の企業等が参加されて

おります。参加された企業からは、働く現場の動画や写真、取り扱っている製品などの紹

介と企業理念や福利厚生などの説明が行われ、生徒は地元で働くことへの理解を深めるこ

とができたものと考えております。 

令和７年度も、八雲商工会の主催による合同企業説明会を開催する予定でおりますので、

この取り組みの効果が町内だけにとどまらず、町外からの人材確保にも繋がるよう、町と

しても引き続き連携をしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 三澤議員の２点目の質問について小、中学校に関係する部分を

私からお答えいたします。八雲町は豊かな自然に囲まれ、歴史や文化、幅広い産業など多

くの教育資源を有しております。その中で、各小中学校では、地域の人々との協力や連携

を通して、地域への誇りと愛着を育むふるさと教育や地域産業や地域で働く人々について

の学びを通して、社会の担い手としての自覚を育むキャリア教育を実践しています。 
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まず小学校では、役場や郷土資料館、リサイクルセンター等の公共機関をはじめ、農業、

漁業、工業、商店など多くの職場の力をお借りして、見学体験インタビューなどの学習を

行っています。また、生活科社会科、総合的な学習の時間などの学習で、地域を知り、地

域から学ぶ教育活動が展開されております。 

中学校におきましては、キャリア教育の一環として、職場体験学習で、自衛隊、警察署、

消防署、図書館、病院等の公共機関をはじめ、森林組合、保育園、飲食店、美容室、ガソ

リンスタンドなど、生徒のニーズに合わせた様々な職種で体験学習が実施されています。 

また、学校ごとに学習形態は違いますが、どの学校も地域について調べ学習を行い、ふ

るさとの良さを町内外に発信する学習を行っております。 

教育委員会といたしましては、今後も校長会や学校運営協議会と継続的に協議を行いな

がら、各小中学校の特色ある地域密着型の教育の推進に向けて、様々な企業や関係団体と

密接に連携を図りながら、支援の充実に取り組んでまいります。以上でございます。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） まずは一つ目のところから再質問を始めたいと思います。 

今各分野農業、商工業、水産業、そして木蓮の八高での取り組み、高校と繋がりました

よと、合同説明会はやっとできたかと思いますけど、ぜひ続けてもらいたいと思ってます。 

この問題提起のきっかけは、町長が日頃取り組んでいる新産業作りに対して、僕も非常

に肯定的に見て応援している側に立つことが多いんですけども、ある大手の町内の企業の

労務関係の方なのか、八雲がキラキラした産業をどんどん作るのはとっても魅力的でいい

んだけど、僕らの側から見るとせっかく確保した働き手が要するに取られてしまうと。そ

ういう危機感を持って見てると要するに企業化が成功して、今ウイスキー事業とかもあり

ますし、サーモンだとか。そういう目で見られてたのかってのが非常に驚きでした。 

要するに仕事作りっていうことに取り組むのが真っ先だし、魅力的な仕事を作ったら外

部からの努力は確保してもいいみたいなイメージで思ってたんですけども、町内で一生懸

命制御し、活動されてる方々にそのような不安を与えるとしたら、これはちょっと配慮し

なきゃいけないのかなと。そう思ったときに、森町の取り組みがあったんですよね。 

どうでしょう。真似というのはちょっとあれなんですけどもね、外国人材、既に水産業

ではかなり独自で皆さん開発してます。農業でもいくつかのところでは、もう何年も自分

で確保してますけど、自治体が外国人材の活用に乗り出すっていうのは、動きとしては非

常に不安を持ってる人たちには効果的に映ると思うんでね。 

森町に倣ってそういったことは八雲町では考えられないかのかなと思って提起しました。

どうでしょう、そういった外国人材の活用を視野に入れた上での外国の地域との姉妹提携、

っていうか姉妹都市はいろいろあるでしょうけど、何かそういったことに結びつかないか

なと思って質問しましたけど視野にはありませんか。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 
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○町長（岩村克詔君） 三澤議員。私も森町の町長とも仲良くて、この話も当初から聞い

てました。八雲町も参加しようかなといろいろ考えもしたしいたしましたけど、フィリピ

ンという一つの州ということでありますので、ちょっとそれに骨子しちゃうようなね。 

それが我々八雲町も森町もそうだけど、今八雲町に一番多く入ってるのは中国、インド

ネシア、ベトナム、またミャンマー。この頃外国人のいろんな働き手の中で、カンボジア

とかいろんなことを今だんだん外国の方々も入り、選ぶことになってきていると聞いてま

すので、一国の一種じゃなくて、我々として今内部的に考えているのは、消費者たちがも

し来たとしても相談する窓口や何かを作っていかなければならないなということや、今各

企業は、例えば漁業であればそういうコンサルっていうんですか。 

例えば水産であればここだとか、インドネシアでここだとか、いろんな農業がここだと

か、いろんなところでやってるんで一応いろんな連携も今度から考えなきゃないんじゃな

いかっていうことで考えてるんですけど、役場の中でしたらどこの課が担当するんだって

言っても、みんな手下げてなかなかまとまっていきませんけども、これから商工会とも連

携しながら、そういうことは必要だろうと。 

確かに●●とやるよりは、来やすい場所を作っていく。それに今度我々もそういう人た

ちが選べる、そんなものを想定しています。 

三澤議員さんが心配して、ある会社のことを言ってるんだなと思ってますけど、そこの

会社の社長とも相談して町内の移動は皆さん断れというような話をしてますので、昔から

町内の職員を呼ぶっていうか、来たくても町内同士は無理っていうことをきちっと言って

ありますので、そういうふうに行きませんけど、これからどんな分野でも、働く手の少な

さというのはみんな認識してますので、受け入れる体制作りを進めてまいりたいと思って

おりますのでご理解をいただきたいと思います。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） そうですね。受け入れ態勢が八雲で働いてみてよかった、八雲で

暮らしてみて良かったと言うことになれば、おのずと彼らの方からのネットワークで３年

後の入れ替えも順調にいったり、友達親族を呼び寄せたりということになるんで、そうい

った生活での潤いというか、仕事以外の活動をどう充実させるかという視点で町長はそう

いう考えだけども、手を挙げる課がいないという苦しい旨今聞きましたけどもね。 

一つ興味深いお話を取材の中で聞いたのは、農業で早くから外国人材入れてやっている

ところが、去年うちの外国人材を寄付を募りに来たついでなのかもしれないけど、山車行

列に誘ってもらったと。住むとこも作ってあるし、自転車も与えてるけど、行動範囲が限

られてるんで、そういう他との取り組みってのを視野に入ってなかったんだと社長さんお

っしゃってね。とってもいいことを経験したしっていうことを言ってました。 

だから八雲にもいろんなイベントありますから、山車だけではないですけども、一つ山

車っていうのをきっかけにして、社会教育の方で人材作りっていう八雲の働き手なんです

けども、広い意味で見れば、そこの外国と関わる人とか、交流の一つの端緒を作るという
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意味でも、社会教育の分野で手を挙げてもらえたら面白くなるんじゃないかなと思ったも

んですから、山車行列の例を挙げました。 

ぜひ、課は課としてやらなきゃいけない仕事が皆さんいっぱいあると思いますけれども、

まち作りっていう一つ考えたときに、一つの課が担えるものってのは限られてるんですよ

ね。どっか国家で皆が連携するわけですから、ぜひそういったところの垣根を取っ払って

もらってやってもらいたいなと思います。 

教育長、本題で小、中学校のことを質問しますけども、僕は職場体験とか職業体験を今

のカリキュラムだと、学校現場に相当負担があるんですよね。先生たちが子供たちの訪問

先を開拓するとか、写真で撮りに行くだとか、順調にやってるか見回るだとか、それで考

えてはいるんですけども、職業体験、職場体験というのは、八雲の良さを知るために大事

なことだっていう前提をまず共有しなきゃいけないんですけど、共有した暁にはそれを長

期休暇のときの職場体験を単位として認めるんですよ。 

そして子供たちが長期休暇入る前に、自分でこういうところに行って、こういう人の指

導を仰ぐとか、そういうものを提出して学校の方では担任とかがその指導ができる人なの

かを調べるということはやる必要はあるかもしれませんけども、長期休暇中にインターン

シップというか職場体験、それは小学校なら小学校らしいメニューをその現場で作っても

らう、中学生なら中学生らしい。そういうふうにすれば、カリキュラムに影響なく、救急

のコマ数を工夫するようなこともしなくてもいいですし、一方で、地域の大人たちにとっ

ては、子供たちと接する機会が増える。ぜひそういうふうに学校の中で柔軟に考えてもら

えないかなというのが一点あります。 

それをコーディネートする団体もあると、もっともっと学校現場が疲弊しないで新しい

ことに取り組めると思うんですよね。そういった人作りっていう視野でぜひ社会教育の方

で頑張ってもらえないのかなと思うんですけども、まずは子供たちが八雲を知るっていう

機会を僕はもうちょっと工夫しないと広がらないと思ってるもんですから今、一工夫した

ところを喋ったわけですけども、教育長は今現状についてどのような認識でしょうか。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 八雲町における職業体験ですとか、そういった現状につきまし

ては学校も今、三沢議員おっしゃったように、労力ばかりかけていられないとすると、ど

うしても今までお世話になったところとの関係ができてるし、やり方といいましょうか。

いろんなことでスムーズになりますので、そういったところを提供して子供たちもそこで

マッチするということで、入ってもらうという状況です。 

ですので、八雲の中学校においては、地域の方々、また企業に協力していただいて、そ

ういう場はかなり作れているんじゃないかなというふうには思っているところです、現状。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） この職業体験も含めて、今日トップバッターで質問した赤井さん
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の言う、要するに大人と子供が今回赤井さんの中では学び場というところで接する機会が

増やした方がいいという。佐藤さんの方では、居場所作りということがありましたけども、

職業体験もまたそう言った大人との接する場面、そして大人にとってももう自分とこに子

供いないという人が圧倒的に多いですから、子供が何をニーズがあるのかということを知

るっていう意味でぜひ新しい開拓としてまずはそれをコーディネートする団体が必要なの

かもしれませんけど、取り組んでもらいたいなと思います。 

大人と接することの機会が増えることのもう一つは、先ほどの災害のところでスマホの

話が出ましたけども、スマホの勉強会なんか、あえて災害対策課が企画しなくてもこうい

った教育の場でも、教育を拡大解釈した部分で大人と接すれば、子供たちのネイティブに

スマホちょせるんですよね。 

だから接点が出たら、大人もおじいちゃんおばあちゃんもわからない LINEの操作なんか

教えてもらうだとか、それが自然とできるようになっていくっていうのが僕は思うんです

けど、ぜひこれも先ほどと重なっちゃうんですけど、教育なら教育だけで考えずに、教育

でこういうことをやろうと思ってるんだけど、広く見たら災害対策の課題は解決できるね

だとか、子供の居場所作りにこういうふうに解決できるのだとか、そういうふうにぜひ広

く考えて子供の未来が無限大って考えるなら、子供たちの関わりも大人にとってやっぱり

広がりを持って取り組んでもらいたいと思ってます。 

なんか散漫な尋ね方になりましたけども、僕としてはもっともっと社会教育ってやれる

ことがあるんじゃないかという問題提起だと思って、まとめて受け取ってちょっと答弁も

らえればと思います。 

○教育長（土井寿彦君） 議長、教育長。 

○議長（千葉 隆君） 教育長。 

○教育長（土井寿彦君） 議員おっしゃるように、子供たちが地域の方大人の方などとそ

ういう関わりの時間を持つっていうのは子供たちの将来にとって非常に有効なことだと思

います。 

そういったことで、子供たちが、先ほども申し上げましたが、自分なりの意見をしっか

りと伝えたりできるようなことが、非常に育っていくんじゃないかなと、そういう面でも

大事だと思います。キャリア教育の中でそういう場をぜひ教育の分野だけでなくて、いろ

んな分野と関わって、子供たちが経験する場が広がれば、素晴らしいなと思います。 

今回の大船渡の火災にあたっても、中学生や高校生が避難所に行って非常に自主的にボ

ランティアに行ったり、ああいうことをしている本当に子供たち素晴らしいな。日本人っ

て本当に素晴らしいなというふうに思っております。 

あれは自然にそういう場ができて、子供たちが自ら大人も声かけてるかもしれませんけ

どそういうようなことで広い視野を持って大人のかた、そしていろんな関係のかたと子供

たちが出会う場をなかなか学校教育だけですと、一杯一杯のところもありますので、お互

いに場を作ってくれる方々、そして学校の方もぜひそれはありがたいなっていうような、

そういうような持ち方をしていただけると、非常に学校にとっても助かることになると思
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いますので、ぜひともそういう広場広がりを持った取り組みをお願いできればなというふ

うに思ったところです。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 

○８番（三澤公雄君） 答弁ありがとうございます。 

町長、いわゆる人材作りにはそれを上手にコーディネートする、何がしかのものだから

町内の若者に限らず、そういったまち作りに資する団体なんかが活動を始めたときに、今

町の支援は、町内会単位でのいろんな支援はありますけど、そういった組織ができれば、

町内会役員の高齢化だとか、やってほしいことがなかなかできない町内会の現状なんかも、

新しいまち作りに観点を持った、もし若者に限らずそういった組織ができたときに、活動

しやすい環境を、資金面で何かしらの協力をするということをぜひ視野に置いてもらいた

いんですよね。 

今僕、教育長に無理強いで答弁をお願いした部分なんかも、そういった団体ができてこ

そ、団体が市、活動できるほどの優勝活動なんかはなかなかできないと思います。 

だから初期活動の部分では、そういった超トップの広い視野での人材を作るためにこの

予算は教育予算とかっていうふうな感じで、教育に糸目をつけないという言葉に、もう少

しデコレーションするなら、教育の幅は広いんだということ町長の腹の中にはあると思い

ますけども、ぜひそういう視点で予算化についてはこれまで以上のことを考えてもらいた

いと思いますが、どんなもんでしょう。 

○町長（岩村克詔君） 議長、町長。 

○議長（千葉 隆君） 町長。 

○町長（岩村克詔君） 人材育成にしても産業の活性化にしても、こっちから発信すると

いうよりは、地域のそういう若い人たちがこういう団体を作ってこういうことするんだと。

我々ここまでやるんで、ここは町で財政を何とかしてほしいって意見は来れば、どんどん

協力したいと思います。 

ただ役場というのは、途中で言われてもなかなか途中の予算は出せませんので、それを

どうしていくかとも想定しながら、人材育成のためのものを作りながら、ただ先ほど言っ

たとおり、自分はどっちかっていうと自分が走っちゃう方ですから走らなくて、ちゃんと

そういうものができてきて要望くる、それは先ほど赤井さんにもらった産業の活性化も同

じで、地域の産業のこういうことをやりたいんだけどここがちょっと力足りないとか、お

金が足りないとか、そういうものがあれば、町としては私としては、どんどん財政的なも

のをまたし、人についても、支援していきたいという思いは変わりませんので、そういう

仕組み作りも含めて、今年度の予算には入ってませんけどこれから、そういうものも７年

度の全般の方に議論を深めながら進めてまいりたいと思ってますので、よろしくお願いい

たします。 

○８番（三澤公雄君） 議長、三澤。 

○議長（千葉 隆君） 三澤議員。 
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○８番（三澤公雄君） ありがとうございます。あのときそう言ったよねっていうことで、

こちらも今の答弁を拡大解釈とまではいかないんですけど、十分にこういう意味も含んで

たはずだという形で食い下がっていきますのでよろしくお願いします。終わります。 

○議長（千葉 隆君） 以上で、三澤公雄議員の質問は終わりました。 

これをもって、通告の質問が全部終わりました。一般質問を終結します。 

 

◎ 散会宣言 

以上をもちまして、本日の議事日程は全て終了いたしました。これをもって散会いたし

ます。 

次の会議は、明日午前 10時の会議を予定いたします。ご苦労様でした。 

 

 

〔散会 午後 ３時２０分〕 


